
(57)【要約】

【課題】　落下などによって外殻筐体のどの部分に衝撃

が加えられた場合でも緩衝効果のある外殻筐体の耐衝撃

構造及び外殻筐体の耐衝撃構造を備えた電子機器を提供

する。

【解決手段】　上筐体２と下筐体部４とは、その周縁部

の間に弾性体１１の周縁部を挟持している。また、上筐

体２と一体の締結ボス２１に固定されたねじ２３及びワ

ッシャー４８が、下筐体部４と一体のボス頂部４６と、

弾性体ワッシャー４９を介して係合することにより、上

筐体２と下筐体部４とは締結されている。さらに、窓弾

性体１８を冠着したセンサ窓板８が、上筐体２と下筐体

部４と挟持されて固定されている。従って、上筐体２と

下筐体部４を含むグリップ筐体３とは、弾性体である弾

性体１１と弾性体ワッシャー４９と窓弾性体１８とを介

して互いに結合されている。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 筐 体 部 材 で 構 成 さ れ て い る 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 各 筐 体 部 材 は 弾 性 部 材 を 介 し て 互 い に 固 定 さ れ て お り 、 前 記 弾 性 部 材 の 弾 性 変 形 量
の 範 囲 内 で 相 対 的 に 変 位 可 能 で あ る と と も に 、
　 前 記 各 筐 体 部 材 は 互 い に 直 接 接 触 し な い 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 複 数 の 筐 体 部 材 で 構 成 さ れ て い る 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 で あ っ て 、
　 互 い に 隣 接 す る 部 分 を 有 す る ２ 個 の 前 記 筐 体 部 材 は 、 相 対 的 に 全 方 向 で 変 位 可 能 に 配 置
さ れ て お り 、
　 前 記 筐 体 部 材 に 設 け ら れ 互 い に 隣 接 す る 部 分 を 有 す る ２ 個 の 前 記 筐 体 部 材 を 互 い に 全 方
向 に 変 位 す る こ と を 許 容 す る 状 態 に 連 結 す る 連 結 部 と 、
　 前 記 筐 体 部 材 が 互 い に 全 方 向 の ど の 方 向 に 変 位 し て も 圧 縮 さ れ て 変 形 し 、 当 該 変 形 が 元
に 戻 る こ と に よ っ て 前 記 変 位 を 元 に 戻 す 弾 性 部 材 と を 備 え た 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 複 数 の 筐 体 部 材 の う ち 互 い に 隣 接 す る 部 分 を 有 す る ２ 個 の 前 記 筐 体 部 材 の う ち 、 一
方 の 前 記 筐 体 部 材 に 設 け ら れ た 前 記 連 結 部 に 直 接 固 定 さ れ た 締 結 部 材 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 締 結 部 材 は 、 他 方 の 前 記 筐 体 部 材 に 設 け ら れ た 連 結 部 と 前 記 弾 性 部 材 を 介 し て 係 合
す る こ と に よ っ て 、 前 記 ２ 個 の 筐 体 部 材 を 互 い に 固 定 す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 外 殻 筐 体 の
耐 衝 撃 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 互 い に 固 定 さ れ る ２ 個 の 前 記 筐 体 部 材 は 、
　 前 記 ２ 個 の 筐 体 部 材 の 互 い の 離 接 方 向 と 略 直 角 な 方 向 で 互 い に 係 合 可 能 な 位 置 に 配 置 さ
れ た 第 １ 係 合 部 を そ れ ぞ れ 備 え 、
　 当 該 第 １ 係 合 部 は 弾 性 部 材 を 介 し て 係 合 し て い る 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 互 い に 固 定 さ れ る ２ 個 の 前 記 筐 体 部 材 は 、
　 前 記 ２ 個 の 筐 体 部 材 の 互 い の 離 接 方 向 で 互 い に 係 合 可 能 な 位 置 に 配 置 さ れ た 第 ２ 係 合 部
を そ れ ぞ れ 備 え 、
　 当 該 第 ２ 係 合 部 は 前 記 弾 性 部 材 を 介 し て 係 合 し て い る 、 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ４ に 記 載 の
外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 弾 性 部 材 は 、 前 記 複 数 の 筐 体 部 材 に よ っ て 囲 ま れ た 内 部 空 間 を 略 シ ー ル す る 状 態 に
前 記 筐 体 部 材 の 接 合 部 全 域 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 外 殻
筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 筐 体 部 材 同 士 の 前 記 接 合 部 の 全 域 に 設 け ら れ て い る 前 記 弾 性 部 材 は 、
　 一 体 の 弾 性 部 材 で あ る 請 求 項 ６ に 記 載 の 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 弾 性 部 材 は 、 前 記 筐 体 部 材 の 接 合 部 間 に 圧 縮 応 力 を 受 け た 状 態 で 挟 持 さ れ て い る 請
求 項 １ 乃 至 ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 複 数 の 筐 体 部 材 は 、 第 １ 筐 体 部 材 と 、 第 ２ 筐 体 部 材 と 、 第 ３ 筐 体 部 材 と で あ っ て 、
　 前 記 第 ３ 筐 体 部 材 は 、
　 前 記 第 １ 筐 体 部 材 と 前 記 第 ２ 筐 体 部 材 と の 間 に 両 者 の 離 接 方 向 に 、 前 記 弾 性 部 材 を 介 し
て 挟 持 さ れ る と と も に 、
　 前 記 離 接 方 向 と 直 角 方 向 で 、 前 記 第 １ 筐 体 部 材 と 、 前 記 第 ２ 筐 体 部 材 と に そ れ ぞ れ 設 け
ら れ た 係 止 部 と 、 前 記 弾 性 部 材 を 介 し て 係 合 す る こ と に よ っ て 、
　 前 記 第 １ 筐 体 部 材 と 前 記 第 ２ 筐 体 部 材 と の 間 に 保 持 さ れ る 請 求 項 １ 乃 至 ８ の い ず れ か １
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項 に 記 載 の 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 複 数 の 筐 体 部 材 は 、 第 ４ 筐 体 部 材 と 、 第 ５ 筐 体 部 材 と で あ っ て 、
　 前 記 第 ４ 筐 体 部 材 と 、 前 記 第 ５ 筐 体 部 材 と で 構 成 さ れ る 筐 体 に 収 容 さ れ る 構 成 部 材 の 一
部 は 、
　 前 記 第 ４ 筐 体 部 材 と 前 記 第 ５ 筐 体 部 材 と の 間 に 当 該 両 者 の 離 接 方 向 に 、 前 記 弾 性 部 材 を
介 し て 挟 持 さ れ る と と も に 、
　 前 記 離 接 方 向 と 直 角 方 向 で 、 前 記 第 ４ 筐 体 部 材 と 、 前 記 第 ５ 筐 体 部 材 と に そ れ ぞ れ 設 け
ら れ た 係 止 部 と 、 前 記 弾 性 部 材 を 介 し て 係 合 す る こ と に よ っ て 、
　 前 記 第 ４ 筐 体 部 材 と 前 記 第 ５ 筐 体 部 材 と の 間 に 保 持 さ れ る 請 求 項 １ 乃 至 ８ の い ず れ か １
項 に 記 載 の 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 弾 性 部 材 を 間 に 介 し て 結 合 さ れ た 各 前 記 筐 体 部 材 に お い て 、
　 一 つ の 前 記 筐 体 部 材 の 質 量 と 当 該 筐 体 部 材 に 固 定 さ れ た 構 成 部 材 の 質 量 と の 和 が 、
　 各 前 記 筐 体 部 材 に お い て ほ ぼ 等 し く な る よ う に 構 成 部 材 を 配 置 す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ８ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 を 備 え た 電 子 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 持 ち 運 び 可 能 な 機 器 の 耐 衝 撃 性 を 向 上 さ せ る 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 及 び 外 殻
筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 を 備 え た 電 子 機 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 携 帯 電 話 に 代 表 さ れ る よ う な 電 子 機 器 は 機 器 の 小 型 化 が 進 み 、 容 易 に 持 ち 運 び で
き る よ う に な っ て い る 。 こ の よ う な 機 器 に お い て は 、 手 に 持 っ て 扱 う 際 に 落 下 さ せ て し ま
う 頻 度 が 増 大 し 、 落 下 な ど に よ る 外 殻 筐 体 、 内 部 部 材 お よ び 内 部 部 品 の 破 損 を 防 止 す る こ
と が 課 題 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 機 器 に お け る 耐 衝 撃 性 向 上 の 対 策 と し て は 、 筐 体 の 外 周 に 弾 性 部 材 を 設 け て
緩 衝 材 と す る 方 法 （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） や 、 構 成 部 品 の 間 に 弾 性 体 を 介 在 さ せ る 方 法 （ 特 許
文 献 ２ 参 照 ） な ど が 提 案 さ れ て い る 。 ま た 、 充 分 な 固 定 力 と 固 定 部 で の 緩 衝 効 果 を 実 現 す
る 方 法 と し て 、 剛 性 が 高 い 部 材 を 弾 性 体 を 介 し て 互 い に 係 合 さ せ て 固 定 す る 方 法 （ 特 許 文
献 ３ 参 照 ） が 提 案 さ れ て い る 。 特 許 文 献 ３ の よ う な 方 法 は 、 基 板 な ど の 構 成 部 材 を 取 り 付
け る の に 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ９ ４ ４ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ９ － ３ １ ８ ９ ５ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 実 開 平 ５ － １ ４ ５ ７ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の よ う な 方 法 で は 、 弾 性 部 材 に 覆 わ れ て い な い 部 分 は 緩 衝 効
果 が 得 ら れ な い と い う 課 題 が あ る 。 一 方 、 表 示 装 置 や セ ン サ ー は 精 密 な 装 置 で あ っ て 耐 衝
撃 性 の 乏 し い も の が 多 い 。 と こ ろ が 、 表 示 装 置 や セ ン サ ー を 備 え た 機 器 は 、 表 示 装 置 の 表
示 部 や セ ン サ ー を 弾 性 部 材 で 覆 っ た ま ま 使 用 す る こ と は 困 難 で あ る 。 し た が っ て 、 こ の よ
う な 機 器 の 耐 衝 撃 性 向 上 の 手 段 と し て 、 特 許 文 献 １ の よ う な 方 法 は 充 分 な 効 果 が 望 め な い
。 ま た 、 弾 性 部 材 が 外 面 に 露 出 し て お り 、 周 囲 環 境 の 影 響 を 受 け て 劣 化 し や す い と い う 課
題 が あ る 。 さ ら に 、 弾 性 部 材 が 外 観 部 材 で あ り 、 外 観 と し て の 美 観 を 損 な わ な い よ う に す

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-332932 A 2005.12.2



る な ど 、 耐 衝 撃 性 向 上 の た め の 特 性 以 外 の 特 性 も 必 要 と な り 、 材 料 費 や 部 品 製 造 費 の 増 加
を 招 い て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ の よ う な 方 法 で は 、 構 成 部 品 を 拘 束 す る 力 が 充 分 で は な く 、 構 成 部 品
に 外 力 が 直 接 加 わ っ て 外 れ た り す る こ と を 防 止 す る た め に 、 別 途 外 殻 筐 体 を 設 け る 必 要 が
あ る 。 そ し て 、 外 殻 筐 体 で 囲 ま れ て 内 蔵 さ れ る こ と な っ た 構 成 部 品 に つ い て は 、 伝 達 さ れ
る 衝 撃 力 が 、 部 材 間 に 介 在 す る 弾 性 部 材 に よ っ て 緩 衝 さ れ 、 破 損 防 止 の 効 果 が あ る 。 し か
し 、 外 殻 筐 体 に つ い て は 緩 衝 効 果 が 乏 し く 、 落 下 衝 撃 な ど に よ る 破 損 を 防 止 す る こ と が 困
難 で あ る と い う 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 特 許 文 献 ３ の よ う な 方 法 は 、 結 合 部 を 介 し て 力 が 伝 わ る の を 緩 和 す る も の で あ
っ て 、 落 下 す る こ と に よ る 衝 突 で 、 外 殻 筐 体 に 直 接 加 え ら れ る 衝 撃 力 を 緩 和 す る 効 果 は 乏
し い と い う 課 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 落 下 な ど に よ っ て 外 殻 筐 体 の ど の 部 分 に 衝 撃 が 加 え ら れ た 場 合 で も
緩 衝 効 果 の あ る 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 、 及 び 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 を 備 え た 電 子 機 器 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 は 、 複 数 の 筐 体 部 材 で 構 成 さ れ て い る 外 殻 筐 体 の 耐
衝 撃 構 造 で あ っ て 、 各 筐 体 部 材 は 弾 性 部 材 を 介 し て 互 い に 固 定 さ れ て お り 、 弾 性 部 材 の 弾
性 変 形 量 の 範 囲 内 で 相 対 的 に 変 位 可 能 で あ る と と も に 、 各 筐 体 部 材 は 互 い に 直 接 接 触 し な
い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 般 的 に 、 装 置 な ど が 落 下 し て 、 床 な ど に 衝 突 し た 場 合 、 衝 突 部 位 に 加 わ る 力 は 、 装 置
な ど の 全 体 の 慣 性 力 で あ る 。 本 発 明 の 構 成 に よ れ ば 、 本 発 明 の 外 殻 筐 体 を 備 え た 装 置 が 落
下 し て 、 床 な ど に 衝 突 し た 場 合 は 、 直 接 衝 突 し た 筐 体 部 材 以 外 の 筐 体 部 材 （ 以 降 、 間 接 衝
突 筐 体 部 材 と 表 記 す る ） の 慣 性 力 は 、 弾 性 部 材 を 介 し て 、 直 接 衝 突 し た 筐 体 部 材 （ 以 降 、
直 接 衝 突 筐 体 部 材 と 表 記 す る ） に 伝 え ら れ る 。 そ の た め 、 間 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 は 、
弾 性 部 材 に よ っ て 、 大 き さ が 減 衰 さ れ る と と も に 、 伝 達 さ れ る 時 間 が 遅 れ て 直 接 衝 突 筐 体
部 材 に 伝 達 さ れ る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 構 成 を 備 え た 装 置 が 落 下 し て 、 床 な ど に 衝 突 し た 場
合 は 、 衝 突 部 位 に 加 わ る 力 は 、 直 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 と 、 弾 性 部 材 を 介 し て 固 定 さ れ
た 間 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 と で 、 加 わ る 時 間 に ず れ が 生 ず る 。 即 ち 、 直 接 衝 突 筐 体 部 材
の 慣 性 力 と 、 間 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 と が 、 殆 ど 同 時 に 衝 突 部 位 に 加 わ る 場 合 よ り 、 衝
突 部 位 に 加 わ る 最 大 力 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ る 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 は 、 複 数 の 筐 体 部 材 で 構 成 さ れ て い る 外 殻 筐 体 の 耐
衝 撃 構 造 で あ っ て 、 互 い に 隣 接 す る 部 分 を 有 す る ２ 個 の 筐 体 部 材 は 、 相 対 的 に 全 方 向 で 変
位 可 能 に 配 置 さ れ て お り 、 筐 体 部 材 に 設 け ら れ 互 い に 隣 接 す る 部 分 を 有 す る ２ 個 の 筐 体 部
材 を 互 い に 全 方 向 に 変 位 す る こ と を 許 容 す る 状 態 に 連 結 す る 連 結 部 と 、 筐 体 部 材 が 互 い に
全 方 向 の ど の 方 向 に 変 位 し て も 圧 縮 さ れ て 変 形 し 、 変 形 が 元 に 戻 る こ と に よ っ て 変 位 を 元
に 戻 す 弾 性 部 材 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 構 成 に よ れ ば 、 本 発 明 の 外 殻 筐 体 を 備 え た 装 置 が 落 下 し て 、 床 な ど に 衝 突 し た
場 合 は 、 間 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 は 、 弾 性 部 材 が 圧 縮 さ れ て 変 形 す る こ と で 、 大 き さ が
減 衰 さ れ る と と も に 、 伝 達 さ れ る 時 間 が 遅 れ て 直 接 衝 突 筐 体 部 材 に 伝 達 さ れ る 。 従 っ て 、
本 発 明 の 構 成 を 備 え た 装 置 が 落 下 し て 、 床 な ど に 衝 突 し た 場 合 は 、 衝 突 部 位 に 加 わ る 力 は
、 直 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 と 、 弾 性 部 材 を 介 し て 固 定 さ れ た 間 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力
と で 、 加 わ る 時 間 に ず れ が 生 ず る 。 即 ち 、 直 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 と 、 間 接 衝 突 筐 体 部
材 の 慣 性 力 と が 、 殆 ど 同 時 に 衝 突 部 位 に 加 わ る 場 合 よ り も 、 衝 突 部 位 に 加 わ る 最 大 力 を 小
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さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 場 合 、 複 数 の 筐 体 部 材 の う ち 互 い に 隣 接 す る 部 分 を 有 す る ２ 個 の 筐 体 部 材 の う ち 、
一 方 の 筐 体 部 材 に 設 け ら れ た 連 結 部 に 直 接 固 定 さ れ た 締 結 部 材 を さ ら に 備 え 、 締 結 部 材 は
、 他 方 の 筐 体 部 材 に 設 け ら れ た 連 結 部 と 弾 性 部 材 を 介 し て 係 合 す る こ と に よ っ て 、 ２ 個 の
筐 体 部 材 を 互 い に 固 定 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 一 方 の 筐 体 部 材 に 固 定 さ れ た 締 結 部 材 が も う 一 方 の 筐 体 部 材 と 係 合
し て い る た め 、 二 つ の 筐 体 部 材 を 互 い に 固 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 締 結 部 材 は 、 弾 性
部 材 を 介 し て も う 一 方 の 筐 体 部 材 と 係 合 し て い る た め 、 本 発 明 の 外 殻 筐 体 を 備 え た 装 置 が
落 下 し て 、 床 な ど に 衝 突 し た 場 合 は 、 間 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 は 、 締 結 部 材 と 弾 性 部 材
と を 介 し て 、 直 接 衝 突 筐 体 部 材 に 伝 え ら れ る 。 そ の た め 、 間 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 は 、
弾 性 部 材 に よ っ て 、 大 き さ が 減 衰 さ れ る と と も に 、 伝 達 さ れ る 時 間 が 遅 れ て 直 接 衝 突 筐 体
部 材 に 伝 達 さ れ る 。 従 っ て 、 装 置 が 落 下 し て 、 床 な ど に 衝 突 し た 場 合 は 、 衝 突 部 位 に 加 わ
る 力 は 、 直 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 と 、 締 結 部 材 と 弾 性 部 材 と を 介 し て 固 定 さ れ た 間 接 衝
突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 と で 、 加 わ る 時 間 に ず れ が 生 ず る 。 即 ち 、 直 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力
と 、 間 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 と が 、 殆 ど 同 時 に 衝 突 部 位 に 加 わ る 場 合 よ り も 、 衝 突 部 位
に 加 わ る 最 大 力 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 場 合 、 互 い に 固 定 さ れ る ２ 個 の 筐 体 部 材 は 、 ２ 個 の 筐 体 部 材 の 互 い の 離 接 方 向 と 略
直 角 な 方 向 で 互 い に 係 合 可 能 な 位 置 に 配 置 さ れ た 第 １ 係 合 部 を そ れ ぞ れ 備 え 、 第 １ 係 合 部
は 弾 性 部 材 を 介 し て 係 合 し て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 筐 体 部 材 の 互 い の 離 接 方 向 と 略 直 角 な 方 向 で 互 い に 係 合 す る 第 １ 係
合 部 を 備 え た こ と に よ り 、 離 接 方 向 と 略 直 角 な 方 向 で 筐 体 部 材 を 互 い に 係 止 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 第 １ 係 合 部 は 、 弾 性 部 材 を 介 し て も う 一 方 の 筐 体 部 材 の 第 １ 係 合 部 と 係 合 し
て い る 。 そ の た め 、 本 発 明 の 外 殻 筐 体 を 備 え た 装 置 が 落 下 し て 、 床 な ど に 衝 突 し た 場 合 は
、 間 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 の 筐 体 部 材 の 互 い の 離 接 方 向 と 略 直 角 な 方 向 の 成 分 は 、 第 １
係 合 部 と 弾 性 部 材 と を 介 し て 、 直 接 衝 突 筐 体 部 材 に 伝 え ら れ る 。 そ し て 、 間 接 衝 突 筐 体 部
材 の 慣 性 力 の 離 接 方 向 と 略 直 角 な 方 向 の 成 分 は 、 弾 性 部 材 に よ っ て 、 大 き さ が 減 衰 さ れ る
と と も に 、 伝 達 さ れ る 時 間 が 遅 れ て 直 接 衝 突 筐 体 部 材 に 伝 達 さ れ る 。 従 っ て 、 装 置 が 落 下
し て 、 床 な ど に 衝 突 し た 場 合 は 、 衝 突 部 位 に 加 わ る 力 は 、 直 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 と 、
第 １ 係 合 部 と 弾 性 部 材 と を 介 し て 係 止 さ れ た 間 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 と で 、 加 わ る 時 間
に ず れ が 生 ず る 。 即 ち 、 直 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 と 、 間 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 と が 、
殆 ど 同 時 に 衝 突 部 位 に 加 わ る 場 合 よ り 、 衝 突 部 位 に 加 わ る 最 大 力 の 筐 体 部 材 の 互 い の 離 接
方 向 と 直 角 な 方 向 の 成 分 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 場 合 、 互 い に 固 定 さ れ る ２ 個 の 筐 体 部 材 は 、 ２ 個 の 筐 体 部 材 の 互 い の 離 接 方 向 で 互
い に 係 合 可 能 な 位 置 に 配 置 さ れ た 第 ２ 係 合 部 を そ れ ぞ れ 備 え 、 第 ２ 係 合 部 は 弾 性 部 材 を 介
し て 係 合 し て い る 、 こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 筐 体 部 材 の 互 い の 離 接 方 向 で 互 い に 係 合 す る 第 ２ 係 合 部 を 備 え た こ
と に よ り 、 筐 体 部 材 の 互 い の 離 接 方 向 で 、 筐 体 部 材 を 互 い に 係 止 す る こ と が で き る 。 ま た
、 第 ２ 係 合 部 は 、 弾 性 部 材 を 介 し て も う 一 方 の 筐 体 部 材 の 第 ２ 係 合 部 と 係 合 し て い る た め
、 本 発 明 の 外 殻 筐 体 を 備 え た 装 置 が 落 下 し て 、 床 な ど に 衝 突 し た 場 合 は 、 間 接 衝 突 筐 体 部
材 の 慣 性 力 は 、 第 ２ 係 合 部 と 弾 性 部 材 と を 介 し て 、 直 接 衝 突 筐 体 部 材 に 伝 え ら れ る 。 そ の
た め 、 間 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 の 筐 体 部 材 の 互 い の 離 接 方 向 の 成 分 は 、 弾 性 部 材 に よ っ
て 、 大 き さ が 減 衰 さ れ る と と も に 、 伝 達 さ れ る 時 間 が 遅 れ て 直 接 衝 突 筐 体 部 材 に 伝 達 さ れ
る 。 従 っ て 、 装 置 が 落 下 し て 、 床 な ど に 衝 突 し た 場 合 は 、 衝 突 部 位 に 加 わ る 力 は 、 直 接 衝
突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 と 、 第 ２ 係 合 部 と 弾 性 部 材 と を 介 し て 係 止 さ れ た 間 接 衝 突 筐 体 部 材 の
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慣 性 力 と で 、 加 わ る 時 間 に ず れ が 生 ず る 。 即 ち 、 直 接 衝 突 筐 体 部 材 の 慣 性 力 と 、 間 接 衝 突
筐 体 部 材 の 慣 性 力 と が 、 殆 ど 同 時 に 衝 突 部 位 に 加 わ る 場 合 よ り 、 衝 突 部 位 に 加 わ る 最 大 力
の 筐 体 部 材 の 互 い の 離 接 方 向 の 成 分 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 場 合 、 弾 性 部 材 は 、 複 数 の 筐 体 部 材 に よ っ て 囲 ま れ た 内 部 空 間 を 略 シ ー ル す る 状 態
に 筐 体 部 材 の 接 合 部 全 域 に 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 筐 体 部 材 と 筐 体 部 材 と の 接 合 部 全 域 に 弾 性 部 材 を 配 置 す る こ と に よ
り 、 筐 体 部 材 に よ っ て 囲 ま れ て 形 成 さ れ た 内 部 空 間 を シ ー ル す る こ と が で き 、 内 部 空 間 に
対 し て 、 防 塵 防 水 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 場 合 、 筐 体 部 材 同 士 の 接 合 部 の 全 域 に 設 け ら れ て い る 弾 性 部 材 は 、 一 体 の 弾 性 部 材
で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 接 合 部 全 域 に 一 体 の 弾 性 部 材 を 配 置 す る た め 、 弾 性 部 材 間 の 隙 間 が
な く な り 、 内 部 空 間 に 対 し て 、 よ り 確 実 な 防 塵 防 水 効 果 が 得 ら れ る 。 ま た 、 装 置 の 組 立 時
に は 、 一 つ の 弾 性 体 を 組 込 め ば よ い た め 、 組 立 が 容 易 に な る 。 さ ら に 、 部 品 点 数 が 削 減 で
き 、 ひ い て は 弾 性 部 材 の 製 造 工 数 や 管 理 工 数 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 場 合 、 弾 性 部 材 は 、 筐 体 部 材 の 接 合 部 間 に 圧 縮 応 力 を 受 け た 状 態 で 挟 持 さ れ て い る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 筐 体 部 材 と 弾 性 部 材 が 密 着 す る た め 、 さ ら に 確 実 な 防 塵 防 水 効 果 が
得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 場 合 、 複 数 の 筐 体 部 材 は 、 第 １ 筐 体 部 材 と 、 第 ２ 筐 体 部 材 と 、 第 ３ 筐 体 部 材 と で あ
っ て 、 第 ３ 筐 体 部 材 は 、 第 １ 筐 体 部 材 と 第 ２ 筐 体 部 材 と の 間 に 両 者 の 離 接 方 向 に 、 弾 性 部
材 を 介 し て 挟 持 さ れ る と と も に 、 離 接 方 向 と 直 角 方 向 で 、 第 １ 筐 体 部 材 と 、 第 ２ 筐 体 部 材
と に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 係 止 部 と 、 弾 性 部 材 を 介 し て 係 合 す る こ と に よ っ て 、 第 １ 筐 体 部
材 と 第 ２ 筐 体 部 材 と の 間 に 保 持 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 筐 体 部 材 と 、 第 ２ 筐 体 部 材 と を 組 立 て る と き に 、 第 １ 筐 体 部 材
と 、 第 ２ 筐 体 部 材 と の 間 に 第 ３ 筐 体 部 材 を 挟 持 す る だ け で 、 第 ３ 筐 体 部 材 を 組 込 む こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 場 合 、 複 数 の 筐 体 部 材 は 、 第 ４ 筐 体 部 材 と 、 第 ５ 筐 体 部 材 と で あ っ て 、 第 ４ 筐 体 部
材 と 、 第 ５ 筐 体 部 材 と で 構 成 さ れ る 筐 体 に 収 容 さ れ る 構 成 部 材 の 一 部 は 、 第 ４ 筐 体 部 材 と
第 ５ 筐 体 部 材 と の 間 に 両 者 の 離 接 方 向 に 、 弾 性 部 材 を 介 し て 挟 持 さ れ る と と も に 、 離 接 方
向 と 直 角 方 向 で 、 第 ４ 筐 体 部 材 と 、 第 ５ 筐 体 部 材 と に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 係 止 部 と 、 弾 性
部 材 を 介 し て 係 合 す る こ と に よ っ て 、 第 ４ 筐 体 部 材 と 第 ５ 筐 体 部 材 と の 間 に 保 持 さ れ る こ
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 ４ 筐 体 部 材 と 、 第 ５ 筐 体 部 材 と を 組 立 て る と き に 、 第 ４ 筐 体 部 材
と 、 第 ５ 筐 体 部 材 と の 間 に 構 成 部 材 を 挟 持 す る だ け で 、 構 成 部 材 を 組 込 む こ と が で き る 。
ま た 、 構 成 部 材 と 第 ４ 筐 体 部 材 及 び 第 ５ 筐 体 部 材 と の 間 に は 弾 性 部 材 が 介 在 し て い る た め
、 弾 性 部 材 の 弾 性 変 形 に よ る 押 圧 力 で 、 構 成 部 材 を 確 実 に 第 ４ 筐 体 部 材 及 び 第 ５ 筐 体 部 材
と の 間 で 保 持 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 弾 性 部 材 の 緩 衝 効 果 に よ り 、 構 成 部 材 の 耐 衝 撃
性 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 場 合 、 弾 性 部 材 を 間 に 介 し て 結 合 さ れ た 筐 体 部 材 に お い て 、 一 つ の 筐 体 部 材 の 質 量
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と 当 該 筐 体 部 材 に 固 定 さ れ た 構 成 部 材 の 質 量 と の 和 が 、 各 筐 体 部 材 に お い て ほ ぼ 等 し く な
る よ う に 構 成 部 材 を 配 置 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 全 体 の 質 量 が 、 弾 性 部 材 を 介 し て ほ ぼ 均 等 に 分 割 さ れ る 。 落 下 衝 突
し た 場 合 に 、 衝 突 時 の 直 接 衝 突 し た 筐 体 部 材 の 衝 突 部 位 に か か る 力 の 最 大 値 の 大 き さ は 、
直 接 衝 突 し た 筐 体 部 材 の 質 量 と 直 接 衝 突 し た 筐 体 部 材 に 固 定 さ れ た 構 成 部 材 の 質 量 と の 和
に 大 き く 依 存 す る 。 従 っ て 、 全 体 の 質 量 が 弾 性 部 材 を 介 し て ほ ぼ 均 等 に 分 割 さ れ た 筐 体 部
材 が 直 接 衝 突 し た 場 合 は 、 質 量 が 偏 り 質 量 の 大 き い 筐 体 部 材 が 直 接 衝 突 し た 場 合 に 比 べ 、
略 均 等 に 分 割 さ れ た 筐 体 部 材 に 直 接 衝 突 す る 場 合 の 方 が 、 筐 体 部 材 の 衝 突 部 位 に か か る 力
の 最 大 値 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 ま た 、 ど の 筐 体 部 材 が 衝 突 し て も 、 質 量 が 偏 り 質 量
の 大 き い 筐 体 部 材 が 直 接 衝 突 し た 場 合 に 比 べ 、 筐 体 部 材 の 衝 突 部 位 に か か る 力 の 最 大 値 を
小 さ く す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 耐 衝 撃 性 に 弱 い 方 向 を 持 た ず 、 平 均 的 に 強 く す る こ と
が で き る 。 な お 、 内 部 部 品 の 耐 衝 撃 性 に 偏 り が あ る 場 合 は 、 内 部 部 品 の 耐 衝 撃 性 に 対 応 し
て 質 量 配 分 設 計 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 に よ る 電 子 機 器 は 、 前 記 し た 請 求 項 に 記 載 の 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 電 子 機 器 が 落 下 し て 、 床 な ど に 衝 突 し た 場 合 に 、 衝 突 部 位 に 加 わ る
最 大 力 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 下 に 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 に 係 る 耐 衝 撃 構 造 を 適 用 し た 電 子 機 器 の 一 実 施
形 態 で あ る バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ 第 １ の 実 施 形 態 ）
  図 １ は 、 バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 の 外 観 斜 視 図 で あ る 。 バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 １
の 外 殻 筐 体 １ Ａ は 、 上 筐 体 ２ と グ リ ッ プ 筐 体 ３ と セ ン サ 窓 板 ８ と を 備 え て い る 。 グ リ ッ プ
筐 体 ３ は 、 上 筐 体 ２ と 組 合 せ て バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 １ 主 要 部 の 外 殻 を 形 成 す る 下 筐
体 部 ４ と 、 操 作 者 が バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 １ を 把 持 す る た め の グ リ ッ プ 部 ６ と か ら 成
っ て い る 。 グ リ ッ プ 部 ６ の 先 端 に は 、 弾 性 を 有 す る 素 材 で 形 成 さ れ た ブ ッ シ ュ ７ が 被 せ ら
れ て い る 。 ブ ッ シ ュ ７ の 先 端 か ら 、 バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 １ と ホ ス ト 装 置 を 電 気 的 に
結 合 す る 信 号 ケ ー ブ ル （ 図 示 省 略 ） が 取 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と は 、 そ の 間 に 弾 性 体 １ １ を 挟 持 し て お り 、 弾 性 体 １ １ の 弾 性 変
形 量 の 範 囲 内 で 相 対 的 に 変 位 可 能 と な る よ う に 互 い に 固 定 さ れ て い る 。 上 筐 体 ２ と 下 筐 体
部 ４ と で 形 成 す る 外 殻 は 一 部 が 開 口 に な っ て お り 、 こ の 開 口 に は 、 セ ン サ 窓 板 ８ が 嵌 め 込
ま れ て い る 。 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と 弾 性 体 １ １ と セ ン サ 窓 板 ８ と で 、 バ ー コ ー ド リ ー ダ
端 末 装 置 １ の 主 要 構 成 部 品 を 収 容 す る 筐 体 を 形 成 し て い る 。 上 筐 体 ２ と グ リ ッ プ 筐 体 ３ と
セ ン サ 窓 板 ８ と が 、 外 殻 筐 体 を 形 成 す る 筐 体 部 材 に 相 当 す る 。 ま た 、 上 筐 体 ２ と グ リ ッ プ
筐 体 ３ と は 、 第 １ 筐 体 部 材 と 第 ２ 筐 体 部 材 と に も 相 当 し 、 セ ン サ 窓 板 ８ は 、 第 ３ 筐 体 部 材
に も 相 当 す る 。 弾 性 体 １ １ が 弾 性 部 材 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ は 、 バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 の 要 部 の 内 部 構 成 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。 グ リ ッ
プ 筐 体 ３ に は 、 グ リ ッ プ 筐 体 ３ に 内 蔵 さ れ た 操 作 ス イ ッ チ （ 図 示 省 略 ） を 操 作 す る た め の
ト リ ガ ボ タ ン １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 セ ン サ 窓 板 ８ が 嵌 め 込 ま れ て い る 開 口 の 周 囲 に は 、
窓 溝 １ ４ と 窓 溝 １ ６ と が そ れ ぞ れ 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と に 形 成 さ れ て い る 。 窓 溝 １ ４ と
窓 溝 １ ６ と に は 、 周 囲 に 窓 弾 性 体 １ ８ を 冠 着 し た セ ン サ 窓 板 ８ が 、 嵌 入 さ れ て お り 、 上 筐
体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と に 対 し て 窓 弾 性 体 １ ８ の 弾 性 変 形 量 の 範 囲 内 で 変 位 可 能 と な る よ う に
固 定 さ れ て い る 。 窓 弾 性 体 １ ８ は 、 セ ン サ 窓 板 ８ と 窓 溝 １ ４ 及 び 窓 溝 １ ６ と の 間 で わ ず か
に 圧 縮 さ れ て お り 、 セ ン サ 窓 板 ８ を 確 実 に 固 定 し て い る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と に は 、 そ れ ぞ れ ４ 本 の 締 結 ボ ス ２ １ と 締 結 ボ ス ２ ２ と が 設 け ら
れ て お り 、 後 述 す る よ う に 、 締 結 ボ ス ２ １ と 締 結 ボ ス ２ ２ と を ね じ ２ ３ で 締 結 す る こ と に
よ り 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と を 互 い に 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 筐 体 ２ に は 、 複 数 の 基 板 ボ ス ２ ４ が 設 け て あ り 、 回 路 部 品 を 搭 載 し た 回 路 基 板 ２ ６ が
ね じ ２ ７ で 固 定 さ れ て い る 。 下 筐 体 部 ４ に は 、 複 数 の 基 板 ボ ス ２ ８ が 設 け て あ り 、 回 路 部
品 を 搭 載 し た 回 路 基 板 ２ ９ が ね じ ２ ７ で 固 定 さ れ て い る 。 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 内 面
に は ア ル ミ 蒸 着 等 の 導 電 塗 装 が 施 さ れ て お り 、 基 板 ボ ス ２ ４ ， ２ ８ と 回 路 基 板 ２ ６ ， ２ ９
と が 直 接 接 触 す る こ と に よ り 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 導 電 塗 装 と 、 回 路 基 板 ２ ６ ， ２
９ の グ ラ ン ド と が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 セ ン サ 窓 板 ８ の 筐 体 内 側 に は 、 セ ン サ 窓 板 ８ に 臨 ん で レ ン ズ ３ １ が 設 け ら れ て い る 。 レ
ン ズ ３ １ は 、 レ ン ズ 枠 ３ ２ に 保 持 さ れ て お り 、 レ ン ズ 枠 ３ ２ が セ ン サ 枠 ３ ３ に 固 定 さ れ て
い る 。 セ ン サ 枠 ３ ３ に は 、 バ ー コ ー ド セ ン サ （ 図 示 省 略 ） が 固 定 さ れ て お り 、 レ ン ズ ３ １
を 介 し て バ ー コ ー ド を 読 む こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 下 筐 体 部 ４ の 内 部 側 は 、 基 板
ボ ス ２ ８ の 頂 部 以 外 は 、 弾 性 体 １ １ で 覆 わ れ て い る 。 セ ン サ 枠 ３ ３ は 、 下 筐 体 部 ４ 側 は 弾
性 体 １ １ を 介 し て 、 上 筐 体 ２ と は 直 接 接 触 し て 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 間 に 挟 持 さ れ
て 保 持 さ れ て い る 。 ま た 、 セ ン サ 枠 ３ ３ の 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方
向 の 位 置 は 、 上 筐 体 ２ に 形 成 さ れ た 枠 突 起 ３ ４ （ 図 ２ で は 一 部 の み 図 示 ） と 、 弾 性 体 １ １
に 形 成 さ れ た 弾 性 体 枠 突 起 ３ ６ （ 図 ２ で は 一 部 の み 図 示 ） と で 位 置 決 め 固 定 さ れ て い る 。
上 筐 体 ２ と グ リ ッ プ 筐 体 ３ と が 、 第 ４ 筐 体 部 材 と 、 第 ５ 筐 体 部 材 と に 相 当 し 、 セ ン サ 枠 ３
３ が 、 第 ４ 筐 体 部 材 と 、 第 ５ 筐 体 部 材 と で 構 成 さ れ る 筐 体 に 収 容 さ れ る 構 成 部 材 に 相 当 す
る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ は 、 上 筐 体 と 下 筐 体 部 と の 周 縁 部 の 断 面 図 で あ る 。 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と は 、 セ
ン サ 窓 板 ８ が 嵌 め 込 ま れ た 開 口 部 以 外 の 周 縁 部 は 、 図 ３ に 示 し た よ う な 構 成 に な っ て い る
。 上 筐 体 ２ の 周 縁 に は 、 第 １ 係 合 部 ３ ７ が 、 下 筐 体 部 ４ の 周 縁 に は 、 第 １ 係 合 部 ３ ８ が 、
そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 係 合 部 ３ ７ と 、 第 １ 係 合 部 ３ ８ と は 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部
４ と の 離 接 方 向 と 略 直 角 な 方 向 で 、 先 端 ど う し が 互 い に 係 合 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 記 し た よ う に 、 弾 性 体 １ １ は 下 筐 体 部 ４ の 内 部 側 を 覆 う よ う に 設 け ら れ て お り 、 弾 性
体 １ １ の 周 縁 部 は 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 周 縁 部 （ 接 合 部 ） に 挟 持 さ れ て い る 。 弾 性
体 １ １ の 周 縁 部 を 、 内 側 か ら 、 第 ４ 周 縁 部 ４ ４ 、 第 ３ 周 縁 部 ４ ３ 、 第 ２ 周 縁 部 ４ ２ 、 第 １
周 縁 部 ４ １ 、 と 表 記 す る 。 第 ４ 周 縁 部 ４ ４ は 第 １ 係 合 部 ３ ８ と 上 筐 体 ２ と に 挟 ま れ た 部 分
で あ り 、 第 ３ 周 縁 部 ４ ３ は 、 第 １ 係 合 部 ３ ８ と 第 １ 係 合 部 ３ ７ と に 挟 ま れ た 部 分 で あ り 、
第 ２ 周 縁 部 ４ ２ は 、 第 １ 係 合 部 ３ ７ と 下 筐 体 部 ４ と に 挟 ま れ た 部 分 で あ る 。 第 １ 周 縁 部 ４
１ は 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 突 合 せ 部 の 外 周 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 上
筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 周 縁 部 に 挟 持 さ れ て い る 弾 性 体 １ １ の 周 縁 部 は 、 後 述 す る ね じ ２
３ （ 図 ４ 参 照 ） で 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と を 締 結 す る こ と で 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の
周 縁 部 か ら 僅 か な 圧 縮 力 を 受 け て 挟 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 筐 体 ２ ま た は グ リ ッ プ 筐 体 ３ に 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と が 近 づ く 方 向 の 力 が 加 え ら
れ る と 、 第 ４ 周 縁 部 ４ ４ が 第 １ 係 合 部 ３ ８ と 上 筐 体 ２ と に 挟 ま れ て 圧 縮 さ れ 、 第 ２ 周 縁 部
４ ２ が 第 １ 係 合 部 ３ ７ と 下 筐 体 部 ４ と の 間 で 圧 縮 さ れ 、 緩 衝 材 と し て 機 能 す る 。 上 筐 体 ２
ま た は グ リ ッ プ 筐 体 ３ に 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向 の 力 が 加 え ら
れ る と 、 第 ３ 周 縁 部 ４ ３ の 一 部 が 、 第 １ 係 合 部 ３ ８ と 第 １ 係 合 部 ３ ７ と の 間 で 圧 縮 さ れ 、
上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向 の 緩 衝 材 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 図 ４ は 、 上 筐 体 と 下 筐 体 部 と の 結 合 部 の 断 面 図 で あ る 。 上 筐 体 ２ に は 、 筒 状 の 締 結 ボ ス
２ １ が 立 設 さ れ て い る 。 下 筐 体 部 ４ の 締 結 ボ ス ２ １ と 対 向 す る 部 分 に は 、 筒 状 の 締 結 ボ ス
２ ２ が 立 設 さ れ て い る 。 締 結 ボ ス ２ ２ の 上 筐 体 ２ 側 の 端 面 に は 、 中 央 に ボ ス 頂 穴 ４ ７ を 設
け た ボ ス 頂 部 ４ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 締 結 ボ ス ２ ２ の 内 側 の 穴 は 、 上 筐 体 ２ と 反 対 側 で 下
筐 体 部 ４ の 外 側 に 開 口 し て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 締 結 ボ ス ２ １ の 先 端 が 、 ボ ス 頂 穴 ４ ７ に 遊
嵌 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 締 結 ボ ス ２ ２ を 包 み 込 む よ う に 、 弾 性 体 １ １ と 一 体 に 弾 性 体 ボ ス ５ １ が 形 成 さ れ て い る
。 弾 性 体 ボ ス ５ １ の 上 筐 体 ２ 側 の 端 面 に は 、 ボ ス 頂 部 ４ ６ を 覆 う 弾 性 ボ ス 頂 部 ５ ２ が 弾 性
体 ボ ス ５ １ と 一 体 に 形 成 さ れ て お り 、 弾 性 ボ ス 頂 部 ５ ２ の 下 筐 体 部 ４ 側 に は 、 ボ ス 頂 穴 ４
７ に 嵌 合 す る 頂 部 弾 性 突 起 ５ ３ が 弾 性 ボ ス 頂 部 ５ ２ と 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 弾 性 ボ ス 頂
部 ５ ２ と 頂 部 弾 性 突 起 ５ ３ と の 中 央 に は 突 起 部 穴 ５ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 突 起 部 穴 ５ ４ に
は 締 結 ボ ス ２ １ の 先 端 が 嵌 合 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 締 結 ボ ス ２ １ の 穴 に は ね じ ２ ３ が 螺 合 し て お り 、 ね じ ２ ３ の 頭 と 締 結 ボ ス ２ １ の 先 端 と
の 間 に ワ ッ シ ャ ー ４ ８ を 挟 ん で 、 ね じ ２ ３ 及 び ワ ッ シ ャ ー ４ ８ は 締 結 ボ ス ２ １ の 先 端 に 固
定 さ れ て い る 。 ね じ ２ ３ の 頭 部 と ワ ッ シ ャ ー ４ ８ と は 、 筒 状 の 締 結 ボ ス ２ ２ の 内 側 に 位 置
し て い る 。 ワ ッ シ ャ ー ４ ８ と ボ ス 頂 部 ４ ６ 及 び 頂 部 弾 性 突 起 ５ ３ と の 間 に は 、 弾 性 体 ワ ッ
シ ャ ー ４ ９ が 挟 持 さ れ て い る 。 ワ ッ シ ャ ー ４ ８ の 外 径 は 、 ボ ス 頂 穴 ４ ７ の 穴 径 よ り 大 き く
な っ て お り 、 ワ ッ シ ャ ー ４ ８ と ボ ス 頂 部 ４ ６ と は 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 で
、 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ を 介 し て 、 互 い に 係 合 し て い る 。 上 筐 体 ２ と 一 体 の 締 結 ボ ス ２ １
に 固 定 さ れ た ね じ ２ ３ 及 び ワ ッ シ ャ ー ４ ８ が 、 下 筐 体 部 ４ と 一 体 の ボ ス 頂 部 ４ ６ と 、 弾 性
体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ を 介 し て 係 合 す る こ と に よ り 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と は 締 結 さ れ て い
る 。 な お 、 ね じ ２ ３ を 締 め る こ と に よ っ て 、 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ は 僅 か に 圧 縮 さ れ て 挟
持 さ れ て い る 。 ね じ ２ ３ が 、 締 結 部 材 に 相 当 す る 。 締 結 ボ ス ２ １ と 、 締 結 ボ ス ２ ２ と が 、
連 結 部 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 筐 体 ２ ま た は グ リ ッ プ 筐 体 ３ に 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と が 離 れ る 方 向 の 力 が 加 え ら
れ る と 、 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ が ボ ス 頂 部 ４ ６ と ワ ッ シ ャ ー ４ ８ と に 挟 ま れ て 圧 縮 さ れ 、
緩 衝 材 と し て 機 能 す る 。 上 筐 体 ２ ま た は グ リ ッ プ 筐 体 ３ に 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離
接 方 向 と 直 角 な 方 向 の 力 が 加 え ら れ る と 、 頂 部 弾 性 突 起 ５ ３ の 一 部 が 、 締 結 ボ ス ２ １ の 先
端 部 分 と ボ ス 頂 部 ４ ６ と の 間 で 圧 縮 さ れ 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方
向 の 緩 衝 材 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 上 記 し た 構 成 の バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 １ に お い て 、 弾 性 体 １ １ が 耐 衝 撃 性 に
及 ぼ す 効 果 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ は 、 モ デ ル 化 し た 装 置 の 構 成 を 示 し て い る 。 モ デ ル 化
し た 装 置 Ｘ は 、 筐 体 部 材 Ａ と 筐 体 部 材 Ｂ と が 弾 性 体 Ｃ を 介 し て 互 い に 固 定 さ れ て お り 、 筐
体 を 形 成 し て い る 。 筐 体 部 材 Ａ と 筐 体 部 材 Ｂ と に は 構 成 部 材 Ｄ と 構 成 部 材 Ｅ と が そ れ ぞ れ
固 定 さ れ て い る 。 筐 体 部 材 Ａ ， 筐 体 部 材 Ｂ ， 弾 性 体 Ｃ ， 構 成 部 材 Ｄ ， 構 成 部 材 Ｅ の 質 量 を
そ れ ぞ れ ｍ Ａ ， ｍ Ｂ ， ｍ Ｃ ， ｍ Ｄ ， ｍ Ｅ と 表 記 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 装 置 Ｘ は 自 由 落 下 し 、 速 度 Ｖ で Ａ １ 部 が 床 な ど に 衝 突 し 、 Ａ １ 部 に 力 Ｆ が 時 間 ｔ の 間 印
加 さ れ る 。 そ の と き 装 置 Ｘ に か か る 加 速 度 を ａ と 表 記 す る 。 ま た 、 衝 突 時 の 装 置 Ｘ の 運 動
量 を Ｐ と 表 記 し 、 筐 体 部 材 Ａ ， 筐 体 部 材 Ｂ ， 弾 性 体 Ｃ ， 構 成 部 材 Ｄ ， 構 成 部 材 Ｅ の 運 動 量
を Ｐ Ａ ， Ｐ Ｂ ， Ｐ Ｃ ， Ｐ Ｄ ， Ｐ Ｅ と 表 記 す る 。 こ れ ら の 関 係 は 、 次 の よ う に 表 す こ と が で
き る 。 こ の 場 合 、 弾 性 体 Ｃ が 弾 性 を 有 す る 部 材 で 構 成 さ れ て い る こ と の 影 響 は 、 考 慮 し て
い な い 。
　 　 　 Ｐ ＝ （ ｍ Ａ ＋ ｍ Ｂ ＋ ｍ Ｃ ＋ ｍ Ｄ ＋ ｍ Ｅ ） × Ｖ 　 　 　 　 　 　 （ １ ）
　 　 　 Ｖ ＝ ａ × ｔ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ２ ）
　 　 　 Ｆ ＝ （ ｍ Ａ ＋ ｍ Ｂ ＋ ｍ Ｃ ＋ ｍ Ｄ ＋ ｍ Ｅ ） × ａ 　 　 　 　 　 　 （ ３ ）
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　 速 度 Ｖ は 加 速 度 ａ を 加 速 度 ａ が か か っ て い る 時 間 積 分 し た 値 と 等 し く な る が 、 簡 易 的 に
（ ２ ） 式 の よ う に 表 記 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ６ は 、 実 際 に 装 置 Ｘ の よ う な 装 置 を 落 下 衝 突 さ せ た と き の 加 速 度 の 測 定 値 を 時 間 軸 で
表 し た グ ラ フ で あ る 。 ラ イ ン ｘ は 直 接 衝 突 し た 筐 体 側 の 加 速 度 で あ り 、 ラ イ ン ｙ は 弾 性 体
を 介 し て 間 接 的 に 衝 突 し た 筐 体 側 の 加 速 度 で あ り 、 ラ イ ン ｚ は 筐 体 部 材 が 弾 性 部 材 で は な
い 硬 い 部 材 を 介 し て 互 い に 固 定 さ れ て い る 場 合 の 加 速 度 で あ る 。 こ こ で 弾 性 部 材 と 表 記 す
る 物 は 、 例 え ば ゴ ム や エ ラ ス ト マ な ど の Ｊ Ｉ Ｓ － Ａ 硬 度 が １ ０ ０ 度 以 下 の 物 で あ る 。 こ の
グ ラ フ か ら 、 Ａ に か か る 加 速 度 ａ １ と 加 速 度 が 印 加 さ れ て い る 時 間 ｔ １ と は 、 Ｃ が 弾 性 体
で な い 場 合 の 加 速 度 ａ と 加 速 度 が 印 加 さ れ て い る 時 間 ｔ と は 異 な る こ と が わ か る 。 ま た 、
Ｂ に か か る 加 速 度 ａ ２ と 加 速 度 が 印 加 さ れ て い る 時 間 ｔ ２ と も 、 Ｃ が 弾 性 体 で な い 場 合 の
加 速 度 ａ と 加 速 度 が 印 加 さ れ て い る 時 間 ｔ と は 異 な る こ と が わ か る 。 加 速 度 ａ １ ， ａ ２ の
最 大 値 は 、 加 速 度 ａ よ り 小 さ く な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 弾 性 体 Ｃ が 弾 性 を 有 す る 部 材 で 構 成 さ れ て い る こ と の 影 響 を 考 慮 す る と 、 ａ １ ， ａ ２ ，
ｔ １ ， ｔ ２ を 用 い て 、 式 （ １ ） 式 （ ３ ） は 次 の よ う に 表 す こ と が で き る 。 こ こ で 、 弾 性 体
Ｃ に つ い て は 、 筐 体 部 材 Ａ に 固 定 さ れ て お り 、 加 わ る 加 速 度 は 筐 体 部 材 Ａ と 同 じ で あ る と
仮 定 す る 。 Ｆ １ は 、 弾 性 体 Ｃ が 弾 性 を 有 す る 部 材 で 構 成 さ れ て い る こ と の 影 響 を 考 慮 し た
と き の 、 Ａ １ 部 に 印 加 さ れ る 力 Ｆ で あ る 。
　 　 Ｐ ＝ （ ｍ Ａ ＋ ｍ Ｄ ＋ ｍ Ｃ ） × ａ １ × ｔ １ ＋ （ ｍ Ｂ ＋ ｍ Ｅ ） × ａ ２ × ｔ ２ 　 　 　 （ ４ ）
　 　 Ｆ １ ＝ （ ｍ Ａ ＋ ｍ Ｄ ＋ ｍ Ｃ ） × ａ １ ＋ （ ｍ Ｂ ＋ ｍ Ｅ ） × ａ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ５ ）
図 ６ に 示 し た よ う に 、 加 速 度 ａ １ ＜ ａ ， ａ ２ ＜ ａ で あ る か ら 、 Ｆ １ ＜ Ｆ 。 さ ら に 、 ｔ ＜ ｔ
１ ＜ ｔ ２ で あ っ て 、 最 大 の ａ １ が 作 用 す る 時 点 Ｔ １ と 、 最 大 の ａ ２ が 作 用 す る 時 点 Ｔ ２ と
は 、 同 じ で は な い 。 従 っ て 、 Ａ １ 部 に か か る Ｆ １ の 最 大 値 は 、 （ ｍ Ａ ＋ ｍ Ｄ ＋ ｍ Ｃ ） × ａ
１ の 最 大 値 と （ ｍ Ｂ ＋ ｍ Ｅ ） × ａ ２ の 最 大 値 と の 和 よ り 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 構 成 部 材 Ｄ と 構 成 部 材 Ｅ と の 運 動 量 Ｐ Ｄ ， Ｐ Ｅ 、 弾 性 体 Ｃ が 弾 性 部 材 で な い 場 合 に 構 成
部 材 Ｄ と 構 成 部 材 Ｅ と に 加 わ る 力 Ｆ Ｄ ， Ｆ Ｅ 、 弾 性 体 Ｃ が 弾 性 部 材 で あ る 場 合 に 構 成 部 材
Ｄ と 構 成 部 材 Ｅ と に 加 わ る 力 Ｆ １ Ｄ ， Ｆ １ Ｅ は 、 次 の よ う に 表 さ れ る 。
　 　 Ｐ Ｄ ＝ ｍ Ｄ × Ｖ ＝ ｍ Ｄ × ａ × ｔ ＝ ｍ Ｄ × ａ １ × ｔ １ 　 　 　 　 　 　 　 （ ６ ）
　 　 Ｐ Ｅ ＝ ｍ Ｅ × Ｖ ＝ ｍ Ｅ × ａ × ｔ ＝ ｍ Ｅ × ａ ２ × ｔ ２ 　 　 　 　 　 　 　 （ ７ ）
　 　 Ｆ Ｄ ＝ ｍ Ｄ × ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ８ ）
　 　 Ｆ Ｅ ＝ ｍ Ｅ × ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ９ ）
　 　 Ｆ １ Ｄ ＝ ｍ Ｄ × ａ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ １ ０ ）
　 　 Ｆ １ Ｅ ＝ ｍ Ｅ × ａ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ １ １ ）
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ６ に 示 し た よ う に 、 加 速 度 ａ １ ＜ ａ ， ａ ２ ＜ ａ で あ る か ら 、 Ｆ １ Ｄ ＜ Ｆ Ｄ ， Ｆ １ Ｅ ＜
Ｆ Ｅ で あ る 。 弾 性 体 Ｃ が 弾 性 部 材 で あ る こ と に よ っ て 、 装 置 Ｘ が 落 下 し 、 衝 突 し た 場 合 に
構 成 部 材 が 受 け る 力 を 、 軽 減 す る こ と が で き る 。 構 成 部 材 が 、 構 成 部 材 Ｅ の よ う に 、 直 接
衝 突 す る 筐 体 部 材 Ａ に 弾 性 部 材 Ｃ を 介 し て 取 付 け ら れ た 筐 体 部 材 Ｂ に 取 付 け ら れ て い る 場
合 は 、 弾 性 体 Ｃ に よ っ て 、 衝 突 し た 場 合 に 構 成 部 材 が 受 け る 力 を 、 大 幅 に 軽 減 す る こ と が
で き る 。 構 成 部 材 Ｄ の よ う に 、 直 接 衝 突 す る 筐 体 部 材 Ａ に 取 付 け ら れ て い る 場 合 で も 、 弾
性 体 Ｃ に よ っ て 加 わ る 加 速 度 が 小 さ く な り 、 衝 突 し た 場 合 に 構 成 部 材 が 受 け る 力 を 、 軽 減
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ６ か ら も 明 ら か な よ う に 、 直 接 衝 突 す る 部 材 に 加 わ る 加 速 度 ａ １ と 、 弾 性 部 材 を 介 し
て 衝 撃 力 が 伝 わ る 部 材 に 加 わ る 加 速 度 ａ ２ と の 差 は 大 き く 、 衝 突 部 に か か る 力 積 を 軽 減 す
る た め に は 、 直 接 衝 突 す る 部 材 の 質 量 を 軽 減 す る こ と が 効 果 的 で あ る 。 従 っ て 、 装 置 を 構
成 す る 一 つ の 筐 体 部 材 と そ の 筐 体 部 材 に 固 定 さ れ た 構 成 部 材 と の 質 量 の 和 を 小 さ く す る こ
と が 望 ま し い 。 装 置 全 体 と し て 耐 衝 撃 性 を 向 上 さ せ る た め に は 、 各 筐 体 部 材 と そ の 筐 体 部
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材 に 固 定 さ れ た 構 成 部 材 と の 質 量 の 和 を 平 均 的 に 分 散 さ せ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 第 １ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 効 果 が 得 ら れ る 。
  （ １ ） 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と は 、 そ の 周 縁 部 の 間 に 弾 性 体 １ １ の 周 縁 部 を 挟 持 し て い
る 。 ま た 、 上 筐 体 ２ と 一 体 の 締 結 ボ ス ２ １ に 固 定 さ れ た ね じ ２ ３ 及 び ワ ッ シ ャ ー ４ ８ が 、
下 筐 体 部 ４ と 一 体 の ボ ス 頂 部 ４ ６ と 、 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ を 介 し て 係 合 す る こ と に よ り
、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と は 締 結 さ れ て い る 。 さ ら に 、 窓 弾 性 体 １ ８ を 冠 着 し た セ ン サ 窓
板 ８ が 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 間 に 挟 持 さ れ て 固 定 さ れ て い る 。 従 っ て 、 上 筐 体 ２ と
下 筐 体 部 ４ を 含 む グ リ ッ プ 筐 体 ３ と は 、 弾 性 体 で あ る 弾 性 体 １ １ と 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９
と 窓 弾 性 体 １ ８ と を 介 し て 互 い に 結 合 さ れ て い る 。 そ の た め 、 バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置
１ が 落 下 し 、 上 筐 体 ２ ま た は グ リ ッ プ 筐 体 ３ が 衝 突 し た 場 合 に は 、 弾 性 体 １ １ と 弾 性 体 ワ
ッ シ ャ ー ４ ９ と 窓 弾 性 体 １ ８ と が 緩 衝 材 と な っ て 、 バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 １ の 各 部 に
加 わ る 衝 撃 力 を 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ ２ ） 窓 弾 性 体 １ ８ を 冠 着 し た セ ン サ 窓 板 ８ が 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と に 設 け ら れ た
窓 溝 １ ４ と 窓 溝 １ ６ と に 勘 合 し 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 間 に 挟 持 さ れ て 固 定 さ れ て い
る 。 従 っ て 、 セ ン サ 窓 板 ８ と 上 筐 体 ２ 及 び 下 筐 体 部 ４ を 含 む グ リ ッ プ 筐 体 ３ と は 、 弾 性 体
で あ る 窓 弾 性 体 １ ８ を 介 し て 互 い に 結 合 さ れ て い る 。 そ の た め 、 バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装
置 １ が 落 下 し 、 セ ン サ 窓 板 ８ が 衝 突 し た 場 合 に は 、 窓 弾 性 体 １ ８ が 緩 衝 材 と な っ て 、 バ ー
コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 １ の 各 部 に 加 わ る 衝 撃 力 を 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ ３ ） セ ン サ 枠 ３ ３ は 、 下 筐 体 部 ４ 側 は 弾 性 体 １ １ を 介 し て 、 上 筐 体 ２ と は 直 接 接 触 し
て 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 間 に 挟 持 さ れ て 保 持 さ れ て い る 。 ま た 、 セ ン サ 枠 ３ ３ の 上
筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向 の 位 置 は 、 上 筐 体 ２ に 形 成 さ れ た 枠 突 起 ３
４ と 、 弾 性 体 １ １ に 形 成 さ れ た 弾 性 体 枠 突 起 ３ ６ と で 位 置 決 め 固 定 さ れ て い る 。 こ の 構 成
に よ っ て 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と を 組 立 て る と き に 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 間 に セ
ン サ 枠 ３ ３ を 挟 持 す る だ け で 、 セ ン サ 枠 ３ ３ を 組 込 む こ と が で き る 。 ま た 、 セ ン サ 枠 ３ ３
と 下 筐 体 部 ４ と の 間 に は 弾 性 体 １ １ が 介 在 し て い る た め 、 弾 性 体 １ １ の 弾 性 変 形 に よ る 押
圧 力 で 、 セ ン サ 枠 ３ ３ を 確 実 に 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 間 で 保 持 す る こ と が で き る 。 さ
ら に 、 弾 性 体 １ １ の 緩 衝 効 果 に よ り 、 セ ン サ 枠 ３ ３ や セ ン サ 枠 ３ ３ に 固 定 さ れ た レ ン ズ ３
１ な ど の 耐 衝 撃 性 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 （ ４ ） 第 １ 係 合 部 ３ ７ と 、 第 １ 係 合 部 ３ ８ と は 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と
略 直 角 な 方 向 で 、 弾 性 体 １ １ の 第 ３ 周 縁 部 ４ ３ を 介 し て 先 端 ど う し が 互 い に 係 合 し て い る
。 上 筐 体 ２ ま た は グ リ ッ プ 筐 体 ３ に 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向 の
力 が 加 え ら れ る と 、 第 ３ 周 縁 部 ４ ３ の 一 部 が 、 第 １ 係 合 部 ３ ８ と 第 １ 係 合 部 ３ ７ と の 間 で
圧 縮 さ れ 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向 の 緩 衝 材 と し て 機 能 す る 。 そ
の た め 、 バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 １ が 落 下 し て 、 床 な ど に 衝 突 し た 場 合 に バ ー コ ー ド リ
ー ダ 端 末 装 置 １ の 各 部 に 加 わ る 衝 撃 力 の 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向
の 成 分 を 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 （ ５ ） 窓 弾 性 体 １ ８ を 冠 着 し た セ ン サ 窓 板 ８ が 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と に 設 け ら れ た
窓 溝 １ ４ と 窓 溝 １ ６ と に 勘 合 し 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 間 に 挟 持 さ れ て 固 定 さ れ て い
る 。 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と は 、 セ ン サ 窓 板 ８ が 嵌 め 込 ま れ た 開 口 部 以 外 の 周 縁 部 で は 、
弾 性 体 １ １ の 周 縁 部 が 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 周 縁 部 に 挟 持 さ れ て い る 。 ま た 、 上 筐
体 ２ と 一 体 の 締 結 ボ ス ２ １ に 固 定 さ れ た ね じ ２ ３ 及 び ワ ッ シ ャ ー ４ ８ が 、 下 筐 体 部 ４ と 一
体 の ボ ス 頂 部 ４ ６ と 、 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ を 介 し て 係 合 す る こ と に よ り 、 上 筐 体 ２ と 下
筐 体 部 ４ が 締 結 さ れ て い る 。 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と セ ン サ 窓 板 ８ と の 接 合 部 全 域 に 弾 性
部 材 が 配 置 さ れ て お り 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と セ ン サ 窓 板 ８ と で 囲 ま れ て 形 成 さ れ た 内
部 空 間 を シ ー ル す る こ と が で き 、 内 部 空 間 に 対 し て 、 防 塵 防 水 効 果 が 得 ら れ る 。
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【 ０ ０ ５ ９ 】
　 （ ６ ） 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 間 は 、 接 合 部 全 域 に 一 体 の 弾 性 体 １ １ の 各 部 が 配 置 さ
れ て お り 、 下 筐 体 部 ４ の 内 部 側 は 、 基 板 ボ ス ２ ８ の 頂 部 以 外 は 、 弾 性 体 １ １ で 覆 わ れ て い
る 。 そ の た め 、 弾 性 部 材 間 の 隙 間 が な く な り 、 内 部 空 間 に 対 し て 、 よ り 確 実 な 防 塵 防 水 効
果 が 得 ら れ る 。 ま た 、 装 置 の 組 立 時 に は 、 一 つ の 弾 性 体 １ １ を 組 込 め ば よ い た め 、 組 立 が
容 易 に な る 。 さ ら に 、 部 品 点 数 が 削 減 で き る た め 、 弾 性 部 材 の 製 造 工 数 や 管 理 工 数 を 削 減
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 （ ７ ） 弾 性 体 １ １ と 、 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ と 、 窓 弾 性 体 １ ８ と は 、 僅 か に 圧 縮 さ れ て
挟 持 さ れ て い る 。 そ の た め 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と セ ン サ 窓 板 ８ と で 囲 ま れ て 形 成 さ れ
た 内 部 空 間 を よ り 確 実 に シ ー ル す る こ と が で き 、 内 部 空 間 に 対 し て 、 よ り 高 い 防 塵 防 水 効
果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 （ ８ ） レ ン ズ ３ １ や バ ー コ ー ド セ ン サ は 、 セ ン サ 枠 ３ ３ に 固 定 さ れ て い る 。 セ ン サ 枠 ３
３ は 、 下 筐 体 部 ４ 側 は 弾 性 体 １ １ を 介 し て 、 上 筐 体 ２ と は 直 接 接 触 し て 、 上 筐 体 ２ と 下 筐
体 部 ４ と の 間 に 挟 持 さ れ て 保 持 さ れ て い る 。 ま た 、 セ ン サ 枠 ３ ３ の 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４
と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向 の 位 置 は 、 上 筐 体 ２ に 形 成 さ れ た 枠 突 起 ３ ４ と 、 弾 性 体 １ １ に
形 成 さ れ た 弾 性 体 枠 突 起 ３ ６ と で 位 置 決 め 固 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体
部 ４ と を 組 立 て る と き に 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 間 に セ ン サ 枠 ３ ３ を 挟 持 す る だ け で
、 レ ン ズ ３ １ や バ ー コ ー ド セ ン サ を 組 込 む こ と が で き る 。 ま た 、 セ ン サ 枠 ３ ３ と 下 筐 体 部
４ と の 間 に は 弾 性 体 １ １ が 介 在 し て い る た め 、 弾 性 体 １ １ の 弾 性 変 形 に よ る 押 圧 力 で 、 セ
ン サ 枠 ３ ３ を 確 実 に 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 間 で 保 持 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 弾 性
体 １ １ の 緩 衝 効 果 に よ り 、 レ ン ズ ３ １ や バ ー コ ー ド セ ン サ の 耐 衝 撃 性 を さ ら に 高 め る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 （ ９ ） バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 １ の 各 部 に 加 わ る 衝 撃 力 を 緩 和 す る こ と が で き る た め
、 装 置 に 内 蔵 す る 基 板 ２ ６ と 基 板 ２ ９ と は 緩 衝 材 を 介 し て 固 定 す る 必 要 が な く 、 上 筐 体 ２
ま た は 下 筐 体 部 ４ に 直 接 固 定 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 基 板 の た め の 緩 衝 部 材 を 削 減 す
る こ と が で き る 。 ま た 、 基 板 ２ ６ と 基 板 ２ ９ と を 上 筐 体 ２ ま た は 下 筐 体 部 ４ に 固 定 す る だ
け で 、 上 筐 体 ２ ま た は 下 筐 体 部 ４ の 導 電 塗 装 と 、 回 路 基 板 ２ ６ ， ２ ９ の グ ラ ン ド と を 電 気
的 に 接 続 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 （ １ ０ ） ね じ ２ ３ の 頭 部 と ワ ッ シ ャ ー ４ ８ と 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ と は 、 筒 状 の 締 結 ボ
ス ２ ２ の 内 側 に 位 置 し て い る 。 締 結 ボ ス ２ ２ の 内 側 の 穴 は 、 上 筐 体 ２ と 反 対 側 で 下 筐 体 部
４ の 外 側 に 開 口 し て い る 。 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ は 、 下 筐 体 部 ４ の 穴 の 底 に 位 置 し て お り
、 外 部 の 光 が 当 り 難 く な っ て お り 、 雰 囲 気 と の 接 触 も し 難 く な っ て い る 。 従 っ て 、 弾 性 体
ワ ッ シ ャ ー ４ ９ は 、 光 や 雰 囲 気 の 影 響 を 受 け に く く 、 環 境 に よ る 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ の
劣 化 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 （ １ １ ） ね じ ２ ３ の 頭 部 と ワ ッ シ ャ ー ４ ８ と 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ と は 、 下 筐 体 部 ４ に
設 け ら れ た 筒 状 の 締 結 ボ ス ２ ２ の 内 側 に 位 置 し て い る 。 締 結 ボ ス ２ ２ の 内 側 の 穴 は 下 筐 体
部 ４ の 外 側 に 開 口 し て お り 、 グ リ ッ プ 部 ６ を 握 っ て バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 １ を 使 用 す
る 場 合 に 、 開 口 が 下 向 き に な っ て い る 。 従 っ て 、 埃 や 液 体 な ど の 異 物 が 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー
４ ９ の 近 傍 に 侵 入 す る 機 会 が 減 少 し 、 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ が 異 物 に よ っ て 劣 化 す る こ と
を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
  次 に 、 本 発 明 に 係 る 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の バ ー コ ー ド リ ー ダ
端 末 装 置 は 、 バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 と し て は 第 １ の 実 施 形 態 で 説 明 し た バ ー コ ー ド リ
ー ダ 端 末 装 置 １ と 基 本 的 に 同 一 の も の で あ る 。 第 １ の 実 施 形 態 と は 異 な る 、 結 合 部 の 構 成
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に つ い て の み 説 明 す る 。 な お 、 上 筐 体 と グ リ ッ プ 筐 体 と 下 筐 体 部 と 弾 性 体 と は 、 結 合 部 の
構 成 が 第 １ の 実 施 形 態 と は 異 な る が 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 上 筐 体 ２ と グ リ ッ プ 筐 体 ３
と 下 筐 体 部 ４ と 弾 性 体 １ １ と の よ う に 同 一 の 記 号 を 付 し て 標 記 す る 。 バ ー コ ー ド リ ー ダ 端
末 装 置 も バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 １ と 表 記 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ７ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 上 筐 体 と 下 筐 体 部 と の 結 合 部 の 断 面 図 で あ る 。 下 筐 体
部 ４ に は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 な 筒 状 の 締 結 ボ ス ６ ２ が 立 設 さ れ て い る 。 締 結 ボ ス ６ ２
の 上 筐 体 ２ 側 の 端 面 に は 、 中 央 に ボ ス 頂 穴 ６ ３ を 設 け た ボ ス 頂 部 ６ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
締 結 ボ ス ６ ２ の 内 側 の 穴 は 、 上 筐 体 ２ と 反 対 側 で 下 筐 体 部 ４ の 外 側 に 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 上 筐 体 ２ に は 、 締 結 ボ ス ６ ２ に 臨 む 位 置 に 、 係 合 爪 ６ ６ が 設 け ら れ て お り 、 係 合 爪 ６ ６
の 先 端 が 、 ボ ス 頂 穴 ６ ３ に 遊 嵌 し て い る 。 係 合 爪 ６ ６ の 先 端 側 は 、 ２ 本 の 係 合 爪 体 ６ ７ に
分 か れ て お り 、 ２ 本 の 係 合 爪 体 ６ ７ の 間 は 隙 間 が 開 い て い る 。 ２ 本 の 係 合 爪 体 ６ ７ の 先 端
に は 、 そ れ ぞ れ 他 方 の 係 合 爪 体 ６ ７ と 反 対 側 に 突 出 し て い る 第 ２ 係 合 部 ６ ８ が 形 成 さ れ て
い る 。 第 ２ 係 合 部 ６ ８ の 先 端 側 は 斜 面 ６ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 斜 面 ６ ９ は 、 上 筐 体 ２ と 下
筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向 と に 対 し て 傾
い た 面 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 締 結 ボ ス ６ ２ の ボ ス 頂 部 ６ ４ を 包 み 込 む よ う に 、 係 止 部 弾 性 体 ７ １ が 締 結 ボ ス ６ ２ の 先
端 に 取 付 け ら れ て い る 。 係 止 部 弾 性 体 ７ １ は 、 弾 性 を 有 す る 材 料 で 形 成 さ れ 、 筒 状 形 状 の
弾 性 体 筒 ７ ２ の 両 端 に 鍔 部 ７ ３ を 有 し て い る 。 弾 性 体 筒 ７ ２ の 外 側 は 、 ボ ス 頂 穴 ６ ３ に 嵌
合 し て お り 、 内 側 に は 係 合 爪 ６ ６ が 係 合 爪 体 ６ ７ の 部 分 で 嵌 合 し て お り 、 弾 性 体 筒 ７ ２ は
、 ボ ス 頂 部 ６ ４ と 係 合 爪 体 ６ ７ と に 挟 ま れ て 僅 か に 圧 縮 さ れ て い る 。 弾 性 体 筒 ７ ２ の 両 端
の 弾 性 体 鍔 部 ７ ３ が 、 ボ ス 頂 部 ６ ４ を 挟 ん で お り 、 一 方 の 弾 性 体 鍔 部 ７ ３ は 、 第 ２ 係 合 部
６ ８ と ボ ス 頂 部 ６ ４ と の 間 に 挟 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 上 筐 体 ２ と グ リ ッ プ 筐 体 ３ と を 結 合 し て 組 立 て る 時 に は 、 係 合 爪 ６ ６ が 図 ７ の 矢 印 ｋ の
方 向 に 押 し 込 ま れ 、 図 ７ の よ う に 、 係 合 爪 ６ ６ が 係 止 部 弾 性 体 ７ １ を 介 し て 締 結 ボ ス ６ ２
と 係 合 す る 。 よ り 詳 細 に は 、 係 合 爪 ６ ６ が 図 ７ の 矢 印 ｋ の 方 向 に 進 み 、 斜 面 ６ ９ の 斜 面 が
弾 性 体 筒 ７ ２ の 内 側 の 角 に 当 り 、 係 合 爪 ６ ６ の 先 端 が 矢 印 ｊ の 方 向 に 撓 ん で 、 第 ２ 係 合 部
６ ８ が 弾 性 体 筒 ７ ２ の 内 側 に 入 る 。 さ ら に 第 ２ 係 合 部 ６ ８ が 矢 印 ｋ の 方 向 に 進 み 、 弾 性 体
筒 ７ ２ か ら 外 れ る と 、 係 合 爪 ６ ６ の 先 端 が 矢 印 ｊ の 反 対 方 向 に 戻 り 、 第 ２ 係 合 部 ６ ８ が 、
弾 性 体 鍔 部 ７ ３ を 介 し て ボ ス 頂 部 ６ ４ と 係 合 す る 。 第 ２ 係 合 部 ６ ８ が 、 弾 性 体 鍔 部 ７ ３ を
介 し て ボ ス 頂 部 ６ ４ と 係 合 す る こ と に よ り 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と は 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 上 筐 体 ２ ま た は グ リ ッ プ 筐 体 ３ に 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と が 離 れ る 方 向 の 力 が 加 え ら
れ る と 、 弾 性 体 鍔 部 ７ ３ が ボ ス 頂 部 ４ ６ と 第 ２ 係 合 部 ６ ８ と に 挟 ま れ て 圧 縮 さ れ 、 緩 衝 材
と し て 機 能 す る 。 第 ２ 係 合 部 ６ ８ と ボ ス 頂 部 ６ ４ と が 請 求 項 に 記 載 の 第 ２ 係 合 部 に 相 当 す
る 。 上 筐 体 ２ ま た は グ リ ッ プ 筐 体 ３ に 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向
の 力 が 加 え ら れ る と 、 弾 性 体 筒 ７ ２ の 一 部 が 、 係 合 爪 体 ６ ７ と ボ ス 頂 部 ４ ６ と の 間 で 圧 縮
さ れ 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向 の 緩 衝 材 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 上 筐 体 ２ ま た は グ リ ッ プ 筐 体 ３ に 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と が 近 づ く 方 向 の 力 が 加 え ら
れ る と 、 第 １ の 実 施 形 態 で 説 明 し た よ う に 、 第 ４ 周 縁 部 ４ ４ が 第 １ 係 合 部 ３ ８ と 上 筐 体 ２
と に 挟 ま れ て 圧 縮 さ れ 、 第 ２ 周 縁 部 ４ ２ が 第 １ 係 合 部 ３ ７ と 下 筐 体 部 ４ と の 間 で 圧 縮 さ れ
、 緩 衝 材 と し て 機 能 す る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 形 態 の 効 果 に 加 え て 、 以 下 の 効 果 が 得 ら れ る
。
  （ １ ） 上 筐 体 ２ と グ リ ッ プ 筐 体 ３ と の 互 い の 離 接 方 向 で 互 い に 係 合 で き る 第 ２ 係 合 部 ６
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８ と ボ ス 頂 部 ６ ４ と を 備 え た こ と に よ り 、 上 筐 体 ２ と グ リ ッ プ 筐 体 ３ と の 互 い の 離 接 方 向
で 、 上 筐 体 ２ と グ リ ッ プ 筐 体 ３ と を 互 い に 係 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 （ ２ ） 上 筐 体 ２ ま た は グ リ ッ プ 筐 体 ３ に 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な
方 向 の 力 が 加 え ら れ る と 、 弾 性 体 筒 ７ ２ の 一 部 が 、 係 合 爪 体 ６ ７ と ボ ス 頂 部 ４ ６ と の 間 で
圧 縮 さ れ 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向 の 緩 衝 材 と し て 機 能 す る 。 そ
の た め 、 バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 １ が 落 下 し て 、 床 な ど に 衝 突 し た 場 合 に バ ー コ ー ド リ
ー ダ 端 末 装 置 １ の 各 部 に 加 わ る 衝 撃 力 の 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向
の 成 分 を 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 （ ３ ） 第 ２ 係 合 部 ６ ８ と ボ ス 頂 部 ６ ４ と は 、 弾 性 体 鍔 部 ７ ３ を 介 し て 互 い に 係 合 し て い
る た め 、 バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 １ が 落 下 し て 、 床 な ど に 衝 突 し た 場 合 に バ ー コ ー ド リ
ー ダ 端 末 装 置 １ の 各 部 に 加 わ る 衝 撃 力 の 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 の 成 分 を 緩 和
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 形 態 ）
  次 に 、 本 発 明 に 係 る 第 ３ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の バ ー コ ー ド リ ー ダ
端 末 装 置 は 、 バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 と し て は 第 １ の 実 施 形 態 で 説 明 し た バ ー コ ー ド リ
ー ダ 端 末 装 置 １ と 基 本 的 に 同 一 の も の で あ る 。 第 １ の 実 施 形 態 と は 異 な る 、 周 縁 部 の 構 成
に つ い て の み 説 明 す る 。 な お 、 上 筐 体 と グ リ ッ プ 筐 体 と 下 筐 体 部 と 弾 性 体 と は 、 周 縁 部 の
構 成 が 第 １ の 実 施 形 態 と は 異 な る が 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 上 筐 体 ２ と グ リ ッ プ 筐 体 ３
と 下 筐 体 部 ４ と 弾 性 体 １ １ と 、 の よ う に 同 一 の 記 号 を 付 し て 標 記 す る 。 バ ー コ ー ド リ ー ダ
端 末 装 置 も バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 １ と 標 記 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ８ は 、 上 筐 体 と 下 筐 体 部 と の 周 縁 部 の 断 面 図 で あ る 。 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と は 、 セ
ン サ 窓 板 ８ が 嵌 め 込 ま れ た 開 口 部 以 外 の 周 縁 部 は 、 図 ８ に 示 し た よ う に 構 成 さ れ て い る 。
上 筐 体 ２ の 周 縁 に は 、 第 １ 係 合 部 ７ ７ が 、 下 筐 体 部 ４ の 周 縁 に は 、 第 １ 係 合 部 ７ ８ が 、 そ
れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 係 合 部 ７ ７ と 、 第 １ 係 合 部 ７ ８ と は 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４
と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向 で 、 先 端 ど う し が 互 い に 係 合 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 上 筐 体 ２ の 周 縁 に は 、 さ ら に 、 第 ３ 係 合 部 ７ ９ が 、 形 成 さ れ て い る 。 第 ３ 係 合 部 ７ ９ は
、 第 １ 係 合 部 ７ ７ と 、 第 ３ 係 合 部 ７ ９ と で 、 第 １ 係 合 部 ７ ８ を 挟 み 込 む 位 置 に 形 成 さ れ て
お り 、 第 １ 係 合 部 ７ ８ と 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向 で 、 先 端 ど う
し が 互 い に 係 合 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 第 ３ 係 合 部 ７ ９ は 、 上 筐 体 ２ の 内 側 に 立 設
さ れ た リ ブ で あ っ て 、 上 筐 体 ２ の 周 縁 方 向 に は 連 続 し て お ら ず 、 複 数 の 第 ３ 係 合 部 ７ ９ が
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 弾 性 体 １ １ の 周 縁 部 は 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 周 縁 部 に 挟 持 さ れ て い る 。 弾 性 体 １
１ の 周 縁 部 を 、 内 側 か ら 、 第 ５ 周 縁 部 ８ ５ 、 第 ４ 周 縁 部 ８ ４ 、 第 ３ 周 縁 部 ８ ３ と 表 記 す る
。
第 ５ 周 縁 部 ８ ５ は 第 １ 係 合 部 ７ ８ と 第 ３ 係 合 部 ７ ９ と に 挟 ま れ た 部 分 で あ り 、 第 ４ 周 縁 部
８ ４ は 第 １ 係 合 部 ７ ８ と 上 筐 体 ２ と に 挟 ま れ た 部 分 で あ り 、 第 ３ 周 縁 部 ８ ３ は 、 第 １ 係 合
部 ７ ８ と 第 １ 係 合 部 ７ ７ と に 挟 ま れ た 部 分 で あ る 。 第 １ 係 合 部 ７ ７ と 下 筐 体 部 ４ と の 間 は
、 隙 間 が あ り 、 第 １ 係 合 部 ７ ７ と 下 筐 体 部 ４ と が 直 接 接 触 し な い よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 第 ３ 周 縁 部 ８ ３ の 先 端 は 、 第 １ 係 合 部 ７ ７ の 先 端 に 隠 れ て お り 、 外 部 の 光 が 当 り 難 く な
っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 上 筐 体 ２ ま た は グ リ ッ プ 筐 体 ３ に 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と が 近 づ く 方 向 の 力 が 加 え ら
れ る と 、 第 ４ 周 縁 部 ８ ４ が 第 １ 係 合 部 ７ ８ と 上 筐 体 ２ と に 挟 ま れ て 圧 縮 さ れ 、 緩 衝 材 と し
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て 機 能 す る 。 上 筐 体 ２ に 、 図 ８ の 矢 印 ｐ 方 向 の 力 が 加 え ら れ た 場 合 や 、 グ リ ッ プ 筐 体 ３ に
、 図 ８ の 矢 印 ｑ 方 向 の 力 が 加 え ら れ た 場 合 に は 、 第 ３ 周 縁 部 ８ ３ の 一 部 が 、 第 １ 係 合 部 ７
８ と 第 １ 係 合 部 ７ ７ と の 間 で 圧 縮 さ れ 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向
の 緩 衝 材 と し て 機 能 す る 。 上 筐 体 ２ に 、 図 ８ の 矢 印 ｑ 方 向 の 力 が 加 え ら れ た 場 合 や 、 グ リ
ッ プ 筐 体 ３ に 、 図 ８ の 矢 印 ｐ 方 向 の 力 が 加 え ら れ た 場 合 に は 、 第 ５ 周 縁 部 ８ ５ の 一 部 が 、
第 １ 係 合 部 ７ ８ と 第 ３ 係 合 部 ７ ９ と の 間 で 圧 縮 さ れ 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向
と 直 角 な 方 向 の 緩 衝 材 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ の 第 ３ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 形 態 の 効 果 に 加 え て 、 以 下 の 効 果 が 得 ら れ る
。
  （ １ ） 上 筐 体 ２ に 、 図 ８ の 矢 印 ｐ 方 向 の 力 が 加 え ら れ た 場 合 や 、 グ リ ッ プ 筐 体 ３ に 、 図
８ の 矢 印 ｑ 方 向 の 力 が 加 え ら れ た 場 合 に は 、 第 ３ 周 縁 部 ８ ３ の 一 部 が 、 第 １ 係 合 部 ７ ８ と
第 １ 係 合 部 ７ ７ と の 間 で 圧 縮 さ れ 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向 の 緩
衝 材 と し て 機 能 す る 。 上 筐 体 ２ に 、 図 ８ の 矢 印 ｑ 方 向 の 力 が 加 え ら れ た 場 合 や 、 グ リ ッ プ
筐 体 ３ に 、 図 ８ の 矢 印 ｐ 方 向 の 力 が 加 え ら れ た 場 合 に は 、 第 ５ 周 縁 部 ８ ５ の 一 部 が 、 第 １
係 合 部 ７ ８ と 第 ３ 係 合 部 ７ ９ と の 間 で 圧 縮 さ れ 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直
角 な 方 向 の 緩 衝 材 と し て 機 能 す る 。 従 っ て 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 周 縁 部 の 一 方 が 外
部 か ら 力 を 受 け て 周 縁 部 の 一 部 が 変 形 す る 場 合 で も 、 変 形 し た 付 近 の 第 ３ 周 縁 部 ８ ３ ま た
は 第 ５ 周 縁 部 ８ ５ が 緩 衝 材 と し て 機 能 す る 。 そ し て 、 バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 １ の 各 部
に 加 わ る 衝 撃 力 の 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向 の 成 分 を 緩 和 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 （ ２ ） 第 １ 係 合 部 ７ ７ と 、 第 １ 係 合 部 ７ ８ と は 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と
直 角 な 方 向 で 、 先 端 ど う し が 互 い に 係 合 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 ３ 係 合
部 ７ ９ が 、 第 ３ 係 合 部 ７ ９ と で 、 第 １ 係 合 部 ７ ８ を 挟 み 込 む 位 置 に 形 成 さ れ て お り 、 第 １
係 合 部 ７ ８ と 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向 で 、 先 端 ど う し が 互 い に
係 合 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 周 縁 部 の 一 方 が 外
部 か ら 押 圧 さ れ て 変 形 し た 場 合 、 他 方 も 、 係 合 部 が 係 合 し て 変 形 す る 。 即 ち 、 押 圧 力 を 上
筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 両 方 で 受 け る こ と に な り 、 押 圧 力 に 対 す る 筐 体 の 強 度 が よ り 高 く
な る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 （ ３ ） 弾 性 体 １ １ の 最 外 週 で あ る 第 ３ 周 縁 部 ８ ３ の 先 端 は 、 第 １ 係 合 部 ７ ７ の 先 端 に 隠
れ て お り 、 外 部 の 光 が 当 り 難 く な っ て い る 。 従 っ て 、 弾 性 体 １ １ は 、 環 境 の 影 響 を 受 け に
く く 、 環 境 に よ る 劣 化 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 弾 性 体 １ １ は 外 観 か ら 殆 ど 見 え な
い た め 、 外 観 と し て の 好 適 性 を 備 え る こ と は 不 要 と な る 。 即 ち 、 外 観 や 耐 蝕 性 の 優 先 度 を
下 げ る こ と で 、 材 料 選 択 の 自 由 度 が 増 し 、 よ り 緩 衝 性 能 に 優 れ る 材 料 を 選 択 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 （ 第 ４ の 実 施 形 態 ）
  次 に 、 本 発 明 に 係 る 第 ４ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の バ ー コ ー ド リ ー ダ
端 末 装 置 は 、 バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 と し て は 第 １ の 実 施 形 態 で 説 明 し た バ ー コ ー ド リ
ー ダ 端 末 装 置 １ と 基 本 的 に 同 一 の も の で あ る 。 第 １ の 実 施 形 態 と は 異 な る 、 結 合 部 と 周 縁
部 と の 構 成 に つ い て の み 説 明 す る 。 な お 、 上 筐 体 と グ リ ッ プ 筐 体 と 下 筐 体 部 と 弾 性 体 と は
、 結 合 部 の 構 成 が 第 １ の 実 施 形 態 と は 異 な る が 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 上 筐 体 ２ と グ リ
ッ プ 筐 体 ３ と 下 筐 体 部 ４ と 弾 性 体 １ １ と の よ う に 同 一 の 記 号 を 付 し て 表 記 す る 。 バ ー コ ー
ド リ ー ダ 端 末 装 置 も バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 １ と 表 記 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 ９ は 、 上 筐 体 と 下 筐 体 部 と の 周 縁 部 の 断 面 図 で あ る 。 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と は 、 セ
ン サ 窓 板 ８ が 嵌 め 込 ま れ た 開 口 部 以 外 の 周 縁 部 は 、 図 ９ に 示 し た よ う に 構 成 さ れ て い る 。
第 １ 係 合 部 ７ ７ と 、 第 １ 係 合 部 ７ ８ と 、 第 ３ 係 合 部 ７ ９ と が 、 図 ８ に 示 し た 第 ３ の 実 施 形
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態 と 同 様 に 、 そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ れ ら の 各 係 合 部 は そ の 相 互 の 間 に 隙 間 が あ る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 上 筐 体 ２ と 下 筐
体 部 ４ と は 、 そ の 周 縁 部 に お い て 互 い に 接 触 し な い よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 図 １ ０ は 、 上 筐 体 と 下 筐 体 部 と の 結 合 部 の 断 面 図 で あ る 。 上 筐 体 ２ に は 、 筒 状 の 締 結 ボ
ス ８ ８ が 立 設 さ れ て い る 。 締 結 ボ ス ８ ８ の 周 囲 に は 、 締 結 ボ ス ８ ８ か ら 張 出 し た リ ブ で あ
る ボ ス リ ブ ８ ９ が 、 複 数 本 設 け ら れ て い る 。 ボ ス リ ブ ８ ９ の 高 さ は 、 締 結 ボ ス ８ ８ よ り 低
く な っ て い る 。 締 結 ボ ス ８ ８ の 内 側 に 形 成 さ れ た 穴 の 穴 径 は 、 ボ ス リ ブ ８ ９ の 頂 点 か ら 締
結 ボ ス ８ ８ の 頂 点 ま で の 間 で 、 ね じ ２ ３ の 外 形 と 同 等 若 し く は ね じ ２ ３ の 外 径 よ り 大 き く
な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 下 筐 体 部 ４ の 締 結 ボ ス ８ ８ と 対 向 す る 部 分 に は 、 筒 状 の 締 結 ボ ス ２ ２ が 立 設 さ れ て い る
。 締 結 ボ ス ２ ２ の 形 状 は 、 図 ４ に 示 し た 第 １ の 実 施 形 態 の 締 結 ボ ス ２ ２ と 同 様 で あ る 。 締
結 ボ ス ８ ８ の 先 端 が 、 ボ ス 頂 穴 ４ ７ に 遊 嵌 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 締 結 ボ ス ２ ２ を 包 み 込 む よ う に 、 弾 性 体 １ １ と 一 体 に 弾 性 体 ボ ス ５ １ が 形 成 さ れ て い る
。 弾 性 体 ボ ス ５ １ の 形 状 は 、 図 ４ に 示 し た 第 １ の 実 施 形 態 の 弾 性 体 ボ ス ５ １ と 同 様 で あ る
。 ボ ス 頂 部 ４ ６ を 覆 う 弾 性 ボ ス 頂 部 ５ ２ は 、 ボ ス 頂 部 ４ ６ と ボ ス リ ブ ８ ９ の 頂 部 と の 双 方
に 接 触 し て い る 。 弾 性 ボ ス 頂 部 ５ ２ と 頂 部 弾 性 突 起 ５ ３ と の 中 央 に は 突 起 部 穴 ５ ４ が 形 成
さ れ て お り 、 突 起 部 穴 ５ ４ に は 締 結 ボ ス ８ ８ の 先 端 が 嵌 合 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 締 結 ボ ス ２ １ の 穴 に は ね じ ２ ３ が 螺 合 し て お り 、 ね じ ２ ３ の 頭 と 締 結 ボ ス ８ ８ の 先 端 と
の 間 に ワ ッ シ ャ ー ４ ８ を 挟 ん で 、 ね じ ２ ３ 及 び ワ ッ シ ャ ー ４ ８ は 締 結 ボ ス ８ ８ の 先 端 に 固
定 さ れ て い る 。 ね じ ２ ３ の 頭 部 と ワ ッ シ ャ ー ４ ８ と は 、 筒 状 の 締 結 ボ ス ２ ２ の 内 側 に 位 置
し て い る 。 ワ ッ シ ャ ー ４ ８ と ボ ス 頂 部 ４ ６ 及 び 頂 部 弾 性 突 起 ５ ３ と の 間 に は 、 弾 性 体 ワ ッ
シ ャ ー ４ ９ が 挟 持 さ れ て い る 。 ワ ッ シ ャ ー ４ ８ の 外 径 は 、 ボ ス 頂 穴 ４ ７ の 穴 径 よ り 大 き く
な っ て お り 、 ワ ッ シ ャ ー ４ ８ と ボ ス 頂 部 ４ ６ と は 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 で
、 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ を 介 し て 、 互 い に 係 合 し て い る 。 上 筐 体 ２ と 一 体 の 締 結 ボ ス ８ ８
に 固 定 さ れ た ね じ ２ ３ 及 び ワ ッ シ ャ ー ４ ８ が 、 下 筐 体 部 ４ と 一 体 の ボ ス 頂 部 ４ ６ と 、 弾 性
体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ を 介 し て 係 合 す る こ と に よ り 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と は 締 結 さ れ て い
る 。 な お 、 ね じ ２ ３ を 締 め る こ と に よ っ て 、 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ は 僅 か に 圧 縮 さ れ て 挟
持 さ れ て い る 。 ま た 、 ね じ ２ ３ を 締 め る こ と に よ っ て 、 弾 性 ボ ス 頂 部 ５ ２ は 、 ボ ス 頂 部 ４
６ と ボ ス リ ブ ８ ９ の 頂 部 と の 間 で 僅 か に 圧 縮 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 上 筐 体 ２ ま た は グ リ ッ プ 筐 体 ３ に 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と が 離 れ る 方 向 の 力 が 加 え ら
れ る と 、 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ が ボ ス 頂 部 ４ ６ と ワ ッ シ ャ ー ４ ８ と に 挟 ま れ て 圧 縮 さ れ 、
緩 衝 材 と し て 機 能 す る 。 上 筐 体 ２ ま た は グ リ ッ プ 筐 体 ３ に 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と が 近
づ く 方 向 の 力 が 加 え ら れ る と 、 弾 性 ボ ス 頂 部 ５ ２ は 、 ボ ス 頂 部 ４ ６ と ボ ス リ ブ ８ ９ の 頂 部
と に 挟 ま れ て 圧 縮 さ れ 、 緩 衝 材 と し て 機 能 す る 。 上 筐 体 ２ ま た は グ リ ッ プ 筐 体 ３ に 、 上 筐
体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向 の 力 が 加 え ら れ る と 、 頂 部 弾 性 突 起 ５ ３ の 一
部 が 、 締 結 ボ ス ８ ８ の 先 端 部 分 と ボ ス 頂 部 ４ ６ と の 間 で 圧 縮 さ れ 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４
と の 離 接 方 向 と 直 角 な 方 向 の 緩 衝 材 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 こ の 第 ４ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 形 態 の 効 果 に 加 え て 、 以 下 の 効 果 が 得 ら れ る
。
  （ １ ） 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と は 、 そ の 周 縁 部 に お い て 互 い に 接 触 し な い よ う に 構 成 さ
れ て い る 。 ま た 、 上 筐 体 ２ と 一 体 の 締 結 ボ ス ８ ８ に 固 定 さ れ た ね じ ２ ３ 及 び ワ ッ シ ャ ー ４
８ が 、 下 筐 体 部 ４ と 一 体 の ボ ス 頂 部 ４ ６ と 、 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ を 介 し て 係 合 す る こ と
に よ り 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と は 締 結 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ね じ ２ ３ を 締 め る こ と に よ
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っ て 、 弾 性 ボ ス 頂 部 ５ ２ は 、 ボ ス 頂 部 ４ ６ と ボ ス リ ブ ８ ９ の 頂 部 と の 間 で 僅 か に 圧 縮 さ れ
て い る 。 加 え て 、 窓 弾 性 体 １ ８ を 冠 着 し た セ ン サ 窓 板 ８ が 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ と 挟 持
さ れ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 従 っ て 、 上 筐 体 ２ と 下 筐 体 部 ４ を 含 む グ リ ッ プ 筐 体 ３ と は 、 弾 性 体 で あ る 弾 性 体 １ １ と
弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ と 窓 弾 性 体 １ ８ と を 介 し て 互 い に 結 合 さ れ て お り 、 弾 性 体 を 介 さ な
い 部 分 は 互 い に 接 触 し な い よ う に 構 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置
１ が 落 下 し 、 上 筐 体 ２ ま た は グ リ ッ プ 筐 体 ３ が 衝 突 し た 場 合 に は 、 弾 性 体 １ １ と 弾 性 体 ワ
ッ シ ャ ー ４ ９ と 窓 弾 性 体 １ ８ と が 緩 衝 材 と な っ て 、 バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 １ の 各 部 に
加 わ る 衝 撃 力 を 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 （ ２ ） 締 結 ボ ス ８ ８ の 内 側 に 形 成 さ れ た 穴 の 穴 径 は 、 ボ ス リ ブ ８ ９ の 頂 点 か ら 締 結 ボ ス
８ ８ の 頂 点 ま で の 間 で 、 ね じ ２ ３ の 外 径 と 同 等 若 し く は ね じ ２ ３ の 外 径 よ り 大 き く な っ て
い る 。 従 っ て 、 ね じ ２ ３ を 穴 に 螺 合 さ せ て も 、 こ の 部 分 の 締 結 ボ ス ８ ８ の 外 径 が ネ ジ ２ ３
に よ っ て 押 し ひ ろ げ ら れ る こ と は 殆 ど な い 。 そ の た め 、 締 結 ボ ス ８ ８ の 外 径 が 太 る こ と に
よ っ て 、 締 結 ボ ス ８ ８ の 外 周 を 覆 っ て い る 頂 部 弾 性 突 起 ５ ３ が 過 度 に 圧 縮 さ れ 緩 衝 機 能 が
劣 化 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 前 記 各 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱
し な い 範 囲 内 に お い て 種 々 変 更 を 加 え 得 る こ と は 勿 論 で あ り 、 以 下 の よ う に 実 施 す る こ と
も で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 （ 変 形 例 １ ） 前 記 実 施 形 態 に お い て は 、 外 殻 筐 体 を 、 上 筐 体 ２ と グ リ ッ プ 筐 体 ３ と セ ン
サ 窓 板 ８ と の ３ 体 の 筐 体 部 材 で 形 成 し て い た が 、 比 較 的 質 量 が 大 き い グ リ ッ プ 筐 体 ３ を さ
ら に 分 割 し て 、 間 に 弾 性 部 材 を 挟 持 さ せ て も よ い 。 質 量 が 大 き い グ リ ッ プ 筐 体 ３ を 分 割 す
る こ と に よ っ て 分 割 さ れ た 各 グ リ ッ プ 筐 体 の 質 量 が 小 さ く な り 、 筐 体 部 材 と 筐 体 部 材 に 固
定 さ れ た 部 材 の 合 計 質 量 も 小 さ く な る 。 前 述 し た よ う に 、 衝 突 部 に か か る 力 を 軽 減 す る た
め に は 、 直 接 衝 突 す る 部 材 の 質 量 を 軽 減 す る こ と が 効 果 的 で あ る 。 グ リ ッ プ 筐 体 ３ を 分 割
す る こ と に よ っ て 、 グ リ ッ プ 筐 体 が 直 接 衝 突 し た 場 合 の 衝 突 部 位 に か か る 力 の 最 大 値 を よ
り 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 （ 変 形 例 ２ ） 前 記 実 施 形 態 に お い て は 、 係 合 爪 ６ ６ の 先 端 側 は 、 ２ 本 の 係 合 爪 体 ６ ７ に
分 か れ て い た が 、 係 合 爪 体 は 、 ２ 本 に 限 ら な い 。 組 み 込 み 時 に 、 第 ２ 係 合 部 が ボ ス 頂 穴 に
入 る 範 囲 で 多 数 設 け て も よ い 。 係 合 爪 体 を 多 数 設 け る こ と に よ り 、 一 本 の 係 合 爪 体 に 掛 か
る 力 を 小 さ く す る こ と が で き 、 １ 本 の 係 合 爪 体 に 必 要 な 強 度 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
係 合 爪 体 の 強 度 を 小 さ く す る こ と が で き る と 、 係 合 爪 体 の 可 撓 性 を 増 す こ と が で き 、 係 合
爪 体 に 弾 性 部 材 と し て 緩 衝 材 の 機 能 を 持 た せ る こ と も で き る 。 ま た 、 複 数 の 係 合 爪 ６ ６ が
そ れ ぞ れ １ 本 の 係 合 爪 体 を 有 す る 構 成 で も よ い 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 （ 変 形 例 ３ ） 前 記 第 １ の 実 施 形 態 に お い て は 、 締 結 部 は 周 縁 部 よ り 内 側 に 設 け 、 ね じ ２
３ の 頭 部 と ワ ッ シ ャ ー ４ ８ と 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ と は 、 筒 状 の 締 結 ボ ス ２ ２ の 内 側 に 位
置 し て い る が 、 締 結 部 を 周 縁 部 の 近 傍 に 設 け て も よ い 。 締 結 部 を 周 縁 部 の 近 傍 に 設 け る と
、 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ の 外 周 が 覆 わ れ な く な る が 、 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ が 設 置 さ れ る
面 を 下 筐 体 部 ４ の 外 面 よ り 若 干 沈 め る こ と に よ り 、 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ の 外 周 の 半 分 程
度 は 、 下 筐 体 部 ４ と 一 体 の 壁 で 覆 う こ と が で き る 。 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ の 外 周 の ５ ０ ％
以 上 を 壁 で 覆 う こ と で 、 環 境 の 影 響 に よ る 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー ４ ９ の 劣 化 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 （ 変 形 例 ４ ） 前 記 実 施 形 態 に お い て は 、 第 １ 係 合 部 ３ ７ と 、 第 １ 係 合 部 ３ ８ と の 間 に は
、 連 続 し た 第 ３ 周 縁 部 ４ ３ が 形 成 さ れ て い る が 、 第 ３ 周 縁 部 ４ ３ が 連 続 し て い る こ と は 必
須 で は な い 。 弾 性 部 材 を 第 １ 係 合 部 ３ ７ と 、 第 １ 係 合 部 ３ ８ と の 間 に 部 分 的 に 配 置 す る 構
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成 で も よ い 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 （ 変 形 例 ５ ） 前 記 実 施 形 態 に お い て は 、 互 い に 係 合 可 能 な 二 つ の 第 １ 係 合 部 が 共 に 周 縁
部 全 域 に 連 続 し て 形 成 さ れ て い る が 、 二 つ の 第 １ 係 合 部 が 連 続 し て い る こ と は 必 須 で は な
い 。 ど ち ら か 一 方 も し く は 両 方 が 部 分 的 に 形 成 さ れ て い る 構 成 で も よ い 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 （ 変 形 例 ６ ） 前 記 第 ４ の 実 施 形 態 に お い て は 、 ボ ス リ ブ ８ ９ を 設 け て 弾 性 ボ ス 頂 部 ５ ２
を 支 え 、 ボ ス 頂 部 ４ ６ と ボ ス リ ブ ８ ９ の 頂 部 と の 間 に 弾 性 ボ ス 頂 部 ５ ２ を 挟 持 し て い る が
、 ボ ス リ ブ ８ ９ を 設 け る の は 必 須 で は な い 。 充 分 な 締 結 力 が 得 ら れ る よ う な ネ ジ ２ ３ の 螺
合 長 さ が 得 ら れ る 締 結 ボ ス ８ ８ の 長 さ と 、 充 分 な 緩 衝 効 果 が 得 ら れ る 弾 性 ボ ス 頂 部 ５ ２ の
厚 さ と 、 充 分 な 緩 衝 効 果 が 得 ら れ る 頂 部 弾 性 突 起 ５ ３ と が 形 成 で き れ ば 、 弾 性 ボ ス 頂 部 ５
２ は 、 ボ ス 頂 部 ４ ６ と 上 筐 体 ２ の 外 殻 の 内 面 と の 間 で 挟 持 す る 構 成 で も よ い 。 ま た 、 締 結
ボ ス ８ ８ を 段 付 き の ボ ス に し て 、 段 部 で 弾 性 ボ ス 頂 部 ５ ２ を 支 え る 構 成 で も よ い 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 前 記 実 施 形 態 お よ び 変 形 例 か ら 把 握 さ れ る 技 術 的 思 想 を 以 下 に 記 載 す る 。
  （ 技 術 的 思 想 １ ） 　 前 記 締 結 部 材 が ね じ で あ る 請 求 項 ２ 、 ３ ま た は ５ 乃 至 １ ０ の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 （ 技 術 的 思 想 ２ ） 　 前 記 ね じ が 螺 合 す る 下 穴 （ 締 結 ボ ス ８ ８ の 内 側 に 形 成 さ れ た 穴 ） は
、 前 記 筐 体 部 材 に 立 設 さ れ た ボ ス に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 下 穴 の 穴 径 は 、 前 記 ボ ス の 頂 点
か ら 所 定 の 深 さ ま で は 、 前 記 ね じ の 外 径 と 同 等 若 し く は 前 記 ね じ の 外 径 よ り 大 き く な っ て
い る 技 術 的 思 想 １ に 記 載 の 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 （ 技 術 的 思 想 ３ ） 　 前 記 締 結 部 材 ま た は 前 記 第 ２ 係 合 部 の 係 合 部 分 に 挟 持 さ れ て い る 前
記 弾 性 部 材 が 載 置 さ れ て い る 面 は 前 記 筐 体 部 材 の 外 面 よ り 沈 ん で お り 、 前 記 弾 性 部 材 の 周
囲 は 、 ５ ０ ％ 以 上 を 前 記 筐 体 部 材 と 一 体 に 形 成 さ れ た 壁 で 囲 ま れ て い る 、 請 求 項 ２ 乃 至 １
０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 弾 性 部 材 の 周 囲 の ５ ０ ％ 以 上 を 前 記 筐 体 部 材 と 一 体 に 形 成 さ れ た 壁
で 囲 ま れ て い る た め 、 外 部 の 光 が 当 り 難 く な っ て お り 、 雰 囲 気 と の 接 触 も し 難 く な っ て い
る 。 従 っ て 、 弾 性 部 材 は 、 環 境 の 影 響 を 受 け に く く 、 環 境 に よ る 弾 性 部 材 の 劣 化 を 抑 制 す
る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 （ 技 術 的 思 想 ４ ） 　 前 記 外 殻 筐 体 の 内 部 に 収 容 さ れ る 回 路 基 板 を さ ら に 備 え 、 前 記 回 路
基 板 を 前 記 筐 体 部 材 に 固 定 し 、 前 記 筐 体 部 材 に 施 さ れ た 導 電 塗 装 と 前 記 回 路 基 板 に 形 成 さ
れ た 回 路 配 線 と を 導 通 さ せ る 外 殻 筐 体 の 耐 衝 撃 構 造 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ０ ７ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 の 外 観 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 じ く バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 の 要 部 の 内 部 構 成 を 示 す 概 略 断 面 図 。
【 図 ３ 】 同 じ く 上 筐 体 と 下 筐 体 部 と の 周 縁 部 の 断 面 図 。
【 図 ４ 】 同 じ く 上 筐 体 と 下 筐 体 部 と の 結 合 部 の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 モ デ ル 化 し た 装 置 の 構 成 を 示 す 摸 式 図 。
【 図 ６ 】 実 際 に 装 置 を 落 下 衝 突 さ せ た と き の 加 速 度 の 測 定 値 を 時 間 軸 で 表 し た グ ラ フ 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 上 筐 体 と 下 筐 体 部 と の 結 合 部 の 断 面 図 。
【 図 ８ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 上 筐 体 と 下 筐 体 部 と の 周 縁 部 の 断 面 図 。
【 図 ９ 】 第 ４ の 実 施 形 態 に お け る 上 筐 体 と 下 筐 体 部 と の 周 縁 部 の 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 同 じ く 上 筐 体 と 下 筐 体 部 と の 結 合 部 の 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ８ 】
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　 １ … バ ー コ ー ド リ ー ダ 端 末 装 置 、 ３ … グ リ ッ プ 筐 体 、 ４ … 下 筐 体 部 、 ８ … セ ン サ 窓 板 、
１ １ … 弾 性 体 、 １ ４ … 窓 溝 、 １ ６ … 窓 溝 、 １ ８ … 窓 弾 性 体 、 ２ １ … 締 結 ボ ス 、 ２ ２ … 締 結
ボ ス 、 ２ ３ … ネ ジ 、 ３ １ … レ ン ズ 、 ３ ２ … レ ン ズ 枠 、 ３ ３ … セ ン サ 枠 、 ３ ４ … 枠 突 起 、 ３
６ … 弾 性 体 枠 突 起 、 ３ ７ … 第 １ 係 合 部 、 ３ ８ … 第 １ 係 合 部 、 ４ １ … 第 １ 周 縁 部 、 ４ ２ … 第
２ 周 縁 部 、 ４ ３ … 第 ３ 周 縁 部 、 ４ ４ … 第 ４ 周 縁 部 、 ４ ６ … ボ ス 頂 部 、 ４ ７ … ボ ス 頂 穴 、 ４
８ … ワ ッ シ ャ ー 、 ４ ９ … 弾 性 体 ワ ッ シ ャ ー 、 ５ １ … 弾 性 体 ボ ス 、 ５ ２ … 弾 性 ボ ス 頂 部 、 ５
３ … 頂 部 弾 性 突 起 、 ５ ４ … 突 起 部 穴 、 ６ ２ … 締 結 ボ ス 、 ６ ３ … ボ ス 頂 穴 、 ６ ４ … ボ ス 頂 部
、 ６ ６ … 係 合 爪 、 ６ ７ … 係 合 爪 体 、 ６ ８ … 第 ２ 係 合 部 、 ６ ９ … 斜 面 、 ７ １ … 係 止 部 弾 性 体
、 ７ ２ … 弾 性 体 筒 、 ７ ３ … 弾 性 体 鍔 部 、 ７ ７ … 第 １ 係 合 部 、 ７ ８ … 第 １ 係 合 部 、 ７ ９ … 第
３ 係 合 部 、 ８ ３ … 第 ３ 周 縁 部 、 ８ ４ … 第 ４ 周 縁 部 、 ８ ５ … 第 ５ 周 縁 部 、 ８ ８ … 締 結 ボ ス 、
８ ９ … ボ ス リ ブ 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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